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『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

岡
垣
の
教
育(

日
中
戦
争
期)

〜
山
田
小
学
校
〜 

 

編
集
 

後
記
 

　まちかどズームアップに掲載しているミュージカル「ア

ルプスの少女ハイジ」の取材に行きました。心の中で、

もし私がハイジだったら…もう少し地味なハイジになっ

ていただろうな、などというふうに考えたりすることが

あります。 

　夏が終わり、夜風も肌寒く感じてきたここ最近。映画

や本を見て、こころだけでも温めたいものです。そんな

事を言っているこの私、恥ずかしながら、生まれてこの

かた本らしい本をあまり読んだことがありません。最近

そのことがコンプレックスになりつつあります。今年の

秋こそは、読書の秋にして、知識を増やし、こころに癒

しの秋風を吹かせます。　　　　　　  　　　　　(竹森) 

　最近で最も熱いニュース。それは、タイガースの優勝。

実に18年ぶりということで、当時私は8歳くらいで、野

球が好きになりだした頃だと思います。平和台球場にタ

イガースの試合を見に行ったとき、バースが打ったホー

ムランをよく覚えています。 

　日本シリーズでは、現在マジック点灯中のホークスが

パリーグを制し、熱い闘いをすることでしょう。 

　タイガース優勝の夜、やっぱり大阪の道頓堀は大騒ぎ。

約5300人が橋から飛び込み、全裸になって公然ワイセツ

罪で逮捕された人も出ました。このような騒ぎは今年も

う一度繰り返してはいけないと思いますので、日本シリ

ーズは、地元福岡のホークスが勝ちます。　　  　(村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（８月末） 

人口……31,273人（＋48） 

世帯数…11,181世帯（＋11） 

まちの広さ……………48.51km2

　　　そのうち127人は外国人 

女性…………　　16,472人（＋18） 

男性…………　　14,801人（＋30） 

 

 

出生…20人　　    死亡…17人 

転入…134人　　  転出…89人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　８月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

7月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

7月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 83件 
搬送人員　 77件 

出火件数　３件 
り災件数　２世帯 

救

急
 

火

災
 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち43世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 
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一
九
三
七（
昭
和
12
）年
７
月
、
北
京
近

く
の
盧
溝
橋
で
、
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

戦
火
は
拡
大
し
、
同
年
12
月
に
は
、
首
都

の
南
京
を
占
領
。
翌
年
の
５
月
に
は
、
徐

州
を
占
領
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
８
月
、
大
本
営
は
揚
子
江（
長

江
）中
流
の
中
心
地
で
あ
る
武
漢（
武
昌
・

漢
口
）
の
攻
略
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
は
、

中
国
軍
の
抵
抗
も
強
く
、
日
本
軍
は
苦
戦

を
強
い
ら
れ
た
。
10
月
26
日
に
漢
口
を
占

領
し
た
が
、
日
本
軍
は
約
二
万
二
千
人
の

戦
死
傷
者
を
出
し
た
。
27
日
、
武
漢
の
占

領
が
国
内
で
報
道
さ
れ
る
と
、
28
日
に
は
、

国
民
は
神
社
に
参
拝
し
た
り
、
祝
賀
会
を

行
っ
た
り
し
た
。 

　
岡
垣
の
学
校
で
は
、
漢
口
陥
落
奉
祝
お

よ
び
武
運
長
久
祈
願
の
た
め
に
、
児
童
が

高
倉
神
社
に
参
拝
し
た
。
帰
途
、
旗
行
列

を
行
っ
た
。 

　
大
本
営
は
、
戦
費
や
戦
死
傷
者
の
増
、

対
ソ
連
戦
計
画
な
ど
の
関
係
で
、
こ
れ
以

上
の
戦
線
の
拡
大
を
抑
制
し
た
。 

　
国
内
で
は
、
日
中
戦
争
の
開
始
後
、｢

国

家
総
動
員
法
」
を
、
国
会
で
可
決
し
た
。

そ
れ
は
、
政
府
の
勅
命
に
よ
り
、
国
民
の

徴
用
、
団
体
な
ど
の
協
力
、
争
議
の
予
防
、

物
資
の
生
産
配
給
、
輸
出
入
の
統
制
、
工

場
施
設
な
ど
の
収
用
、
鉱
業
権
の
制
限
な

ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
わ
た
っ
て
、
命
令
を
出

す
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

            

　
ま
た
、
一
九
三
八
年
の
９
月
１
日
か
ら
、

月
初
め
の
日
（
一
日
）
を
「
興
亜
奉
公
日
」

と
し
た
。
興
亜
と
は
、
ア
ジ
ア
の
地
域
を

盛
ん
に
し
て
、
そ
の
主
人
に
日
本
が
な
る

こ
と
だ
と
い
う
。
学
校
で
は
、
日
の
丸
弁

当（
ご
飯
に
梅
干
し
１
つ
）と
さ
れ
、
訓
話

や
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

　
こ
の
時
期
の
山
田
小
学
校
で
は
、
一
九

三
七
年
の
２
月
、
講
堂
の
新
築
工
事
が
終

了
し
た
。
高
陽
炭
坑
の
社
員
が
増
え
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
一
九
三
九
年
に
は
、
児
童

数
が
千
人
を
超
え
た
。 

　
東
黒
山
の
高
崎
藤
雄
さ
ん
は
、
一
九
四

〇
年
３
月
、
同
校
を
卒
業
さ
れ
た
。
当
時

の
思
い
出
を
、 

『
出
征
兵
士
の
見
送
り
に
、
海
老
津
駅
に

行
っ
た
。
六
年
生
が
太
鼓
を
叩
き
、
「
勝

っ
て
く
る
ぞ
と
勇
ま
し
く
誓
っ
て
国
を
出

た
か
ら
は
…
」（
露
営
の
歌
）
を
歌
っ
て
、

見
送
っ
た
。 

　
講
堂
新
築
の
棟
上
げ
の
と
き
、
餅
ま
き

が
行
わ
れ
た
。
棟
の
下
で
待
つ
よ
う
に
い

わ
れ
て
い
た
ら
、
外
側
ば
か
り
に
ま
か
れ

た
の
で
、
あ
わ
て
て
外
側
に
拾
い
に
行
っ
た
。 

　
興
亜
奉
公
日
だ
っ
た
か
は
知
ら
な
い
が
、

講
堂
で
一
斉
に「
日
の
丸
弁
当
」を
食
べ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。 

　
山
田
の
氏
森
神
社
の
祭
日（
お
く
ん
ち
）

が
、
４
月
９
日
か
ら
10
日
に
行
わ
れ
た
。

９
日
の
祭
典
に
は
、
学
校
か
ら
五
、
六
年

生
が
出
席
し
た
。
露
店
で
賑
い
、
サ
ー
カ

ス
も
行
わ
れ
た
。
一
銭
で
、
飴
玉
が
三
個

買
え
た
よ
う
に
思
う
。 

　
一
、
二
年
生
の
担
任
は
、
田
中
マ
キ
エ

先
生
だ
っ
た
。
「
石
堂
丸
」
や
「
母
を
訪
ね

て
三
千
里
」
な
ど
の
話
を
し
て
も
ら
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。 

　
遠
足
は
、
城
山
や「
武
丸
の
正
助
さ
ん
」

（
宗
像
）、
高
倉
の
高
津
峯
な
ど
に
行
っ
た
。

　
東
黒
山
地
区
で
は
、
隣
組
ご
と
に
、
こ

ど
も
に
よ
る「
大
念
仏
」が
七
月
末
に
行
わ

れ
て
い
た
。
太
鼓
を
叩
き
、
提
灯
を
つ
け
て
、

「
マ
ー
イ
マ
ー
イ
、
ダ
、
タ
ン
ポ
、
菅
原（
道

真
）ど
ん
の
供
養
や
」と
囃
し
な
が
ら
、
区

内
を
回
っ
た
。
一
週
間
続
け
た
。
終
わ
っ

た
ら
、
上
級
生
の
家
で
、
ご
ち
そ
う
を
食

べ
た
』と
語
っ
て
い
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
　
東
樹 

北京 

長江（揚子江） 

徐州 

黄海 

上海 

南京 

武漢 
東シナ海 

台湾 

○ 

○ 

○ 

○ ○ ○ 

よ
う
す
こ
う
 
ち
ょ
う
 

に
ぎ
わ
 

た
け
ま
る
 

だ
い
ね
ん
ぶ
つ
 

す
が
わ
ら
 

は
や
 

し
ょ
う
す
け
 

こ
う
 

ぶ
か
ん
 

か
ん
ら
く
ほ
う
し
ゅ
く
 

か
ん
こ
う
 

ぶ
し
ょ
う
 

環境マネジメントシステムISO14001取得を目指します 
 

環境マネジメントシステムISO14001取得を目指します 
 15ページに関連記事ページに関連記事 15ページに関連記事 
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芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
の
第

2
回
目
の
会
議
が
、
8
月
27
日
に
水
巻
町
い
き
い
き
ほ
ー
る

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
2
回
協
議
会
で
は
、
第
1
回
に
引

き
続
き
、
5
つ
の
議
案
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。○10月22日(水)午後2時から 遠賀町コミュニティセンター○11月26日(水)午後2時から芦屋町（場所は未定） 

合併に関する期間限定出前講座を開設しています。どうぞご利用ください。問い合わせは中央公民館まで！ 
 

表－１　合併協定項目一覧 

基本的事項 

 1 合併の方式 

 2 合併の期日 

 3 新市の名称 

 4 新市の事務所の位置 

 5 財産(債務を含む)および公の施設の取り扱い 

 特例法による協議事項 

 6 議会の議員の定数および任期 

 7 農業委員会の委員の定数及び任期 

 8 地方税 

 9 一般職職員の身分 

 10 地域審議会 

 自治体の運営に関する基本的な事項 

 11 特別職の身分 

 12 条例・規則等 

 13 事務組織および機構 

 14 一部事務組合など 

 15 使用料、手数料など 

 16 公共的団体など(公社、公益等法人を含む) 

 17 補助金、交付金など 

 18 町名・字名 

 19 慣行 

 20 支所又は出張所の位置、名称および所管地域 

 事務事業一元化に係る事項 

 21 広報広聴事業 

 22 国際交流事業、親善都市 

 23 行政区 

 24 コミュニティ施策 

 25 消防防災・防犯事業(消防団を含む) 

 26 上水道事業 

 27 下水道(生活排水・し尿処理)事業 

 28 障害者福祉事業 

 29 児童・母子福祉事業 

 30 保育事業 

 31 高齢者福祉事業 

 32 国民健康保険事業 

 33 介護保険事業 

 34 保健・医療事業 

 35 生活保護事業 

 36 都市計画関係事業 

 37 農林水産関係事業 

 38 商工・観光関係事業 

 39 建設関係事業(町営住宅を含む) 

 40 環境対策事業(衛生、ゴミを含む) 

 41 学校教育事業・通学区域 

 42 社会教育事業 

 43 人権・同和対策事業 

 44 電算システム関係 

 独自の事業に係る事項 

 45 病院事業 

 46 競艇事業 

 47 国民宿舎事業 

 48 霊園事業 

 49 新市建設計画 
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2
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催
さ
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回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
2
回
合
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協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
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た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
2
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

議
案
第
６
号
 

遠
賀
郡
４
町
合
併
任
意
協
議
会
の「
調
整
・

申
し
合
わ
せ
」お
よ
び「
遠
賀
郡
将
来
構
想
」

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

　
平
成
13
年
９
月
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た

遠
賀
郡
４
町
合
併
任
意
協
議
会
で
決
定
し
た

「
調
整
・
申
し
合
わ
せ
」お
よ
び「
遠
賀
郡
将

来
構
想
」の
取
り
扱
い
を
ど
う
す
る
か
が
協

議
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
協
議
の
結
果
、
こ
の
２
件
は
、
今
後
の

合
併
協
議
会
で
の
協
議
の
過
程
で
参
考
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

 議
案
第
７
号
 

合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て
 

　
合
併
協
議
会
の
事
務
は
、
新
市
建
設
計

画
の
策
定
と
、
合
併
協
定
項
目
に
関
す
る

協
議
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
一
つ

ず
つ
協
議
を
進
め
て
い
く
合
併
協
定
項
目

に
つ
い
て
、
先
進
地
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
、

49
の
項
目
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
協
定
項
目
に
つ
い
て
は
表
―
１
の
と
お

り
で
す
。
 

 議
案
第
8
号
 

合
併
協
定
項
目
の
調
整
方
針
に
つ
い
て
 

　
表
―
1
の
合
併
協
定
項
目
に
関
す
る
調

整
を
進
め
て
い
く
上
で
の
基
本
方
針
の
協

議
が
行
わ
れ
、
次
の
４
つ
の
方
針
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
 

①
一
体
性
の
確
保

:

各
町
の
こ
れ
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
に
配
慮
し
つ
つ
、
住

民
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
速
や
か
な
一

体
性
の
確
保
に
努
め
る
。
 

②
健
全
な
行
政
運
営

:

少
子
高
齢
化
や
国

際
化
な
ど
社
会
変
革
の
到
来
を
踏
ま
え
、

新
市
に
お
い
て
は
無
理
の
な
い
効
率
的
で

健
全
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る
。
 

③
福
祉
の
適
性
水
準
お
よ
び
適
性
負
担

:

4
町
の
福
祉
の
水
準
を
適
性
水
準
に
保
ち
、

ま
た
負
担
も
適
正
な
負
担
を
行
い
、
全
体

と
し
て
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
。
 

④
適
正
規
模
準
拠

:

10
万
人
都
市
と
し
て
、

自
治
体
規
模
に
見
合
っ
た
調
整
を
行
う
。
 

 議
案
第
9
号
 

事
務
事
業
一
元
化
業
務
調
整
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
 

　
合
併
協
定
項
目
の
う
ち
、
事
務
事
業
一

元
化
調
整
の
基
本
方
針
の
協
議
が
行
わ
れ
、

５
つ
の
基
本
方
針
と
３
つ
の
具
体
的
調
整

方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
基
本
方
針
）
 

①
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
水
準
お
よ
び
適

正
負
担
を
原
則
に
、
地
域
全
体
と
し
て
住

民
生
活
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
調
整
に

努
め
る
。
 

②
合
併
年
度
、
合
併
翌
年
度
に
制
度
の
統

一
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
調
整
を
進
め
る
。
 

③
こ
れ
ま
で
の
行
政
運
営
に
お
け
る
国
県

な
ど
の
関
係
行
政
機
関
と
の
協
定
内
容
は
、

原
則
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
 

④
ほ
か
の
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う
も
の
、

事
業
実
績
が
な
く
制
度
の
必
要
性
が
な
く

な
っ
た
も
の
な
ど
は
、
廃
止
す
る
。
 

⑤
各
項
目
の
基
本
方
針
を
協
議
す
る
こ
と

と
し
、
詳
細
は
行
政
事
務
レ
ベ
ル
で
調
整

を
図
る
も
の
と
す
る
。
 

（
具
体
的
調
整
方
針
）
 

①
国
県
の
制
度
を
基
本
と
し
、
４
町
独
自

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
を
図
る
よ
う

各
種
の
調
整
に
努
め
る
。
 

②
手
数
料
、
使
用
料
な
ど
の
住
民
が
負
担

す
る
事
項
で
、
負
担
増
を
伴
う
も
の
は
、

具
体
的
な
理
由
な
ど
を
明
示
す
る
。
 

③
手
当
、
各
種
事
業
な
ど
の
住
民
が
受
け

る
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
元
化
を
図
る
。
 

 議
案
第
10
号
 

新
市
建
設
計
画
作
成
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
 

　
新
市
建
設
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く

上
で
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、

4
つ
の
基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

①
住
民
の
参
画

:

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
住

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
、
手
続
き
な
ど
で
新
市
建
設
計

画
に
対
す
る
意
見
を
聴
取
し
、
計
画
に
反

映
さ
せ
る
。
 

②
一
体
性
の
確
立
と
均
衡
あ
る
発
展

:

新

市
建
設
計
画
の
内
容
は
、
真
に
新
市
の
建

設
に
資
す
る
事
業
を
抽
出
し
、
そ
の
実
施

を
通
じ
て
速
や
か
な
一
体
性
の
確
立
を
図

る
と
と
も
に
、
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る

た
め
の
推
進
基
盤
と
な
る
計
画
と
す
る
。
 

③
戦
略
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

:

新
市
の
将
来

像
を
効
果
的
に
実
現
す
る
戦
略
的
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
設
定
し
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。
 

④
財
政

:

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
並

行
し
て
行
い
な
が
ら
、
住
民
の
満
足
度
を

最
大
化
し
つ
つ
も
、
無
理
の
な
い
効
率
的

で
健
全
な
行
財
政
運
営
を
可
能
と
す
る
財

政
計
画
を
作
成
す
る
。
 

 
 

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
知
ら
せ
 

　
新
市
の
将
来
像
を
住
民
の
み
な
さ
ん
に

示
す
【
新
市
建
設
計
画
】
の
策
定
に
あ
た
り
、

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
の
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
無
作
為

に
抽
出
し
た
遠
賀
郡

4
町
の
住
民（
岡
垣
町

は
約
千
二
百
人
）を
対

象
と
し
、
10
月
初
旬

に
郵
送
で
行
い
ま
す
。
 

　
調
査
内
容
は
合
併
の
可
否
を
伺
う
も
の

で
は
な
く
、
合
併
後
の
期
待
・
不
安
・
将

来
像
な
ど
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

結
果
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
し
、
新
市
建

設
計
画
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
、
そ

れ
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん

の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、「
芦

屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併

協
議
会
事
務
局
�
2
2
3-

0
8
8
1
へ
お

願
い
し
ま
す
。
 

 記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
 

企
画
政
策
室
へ
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芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
の
第

2
回
目
の
会
議
が
、
8
月
27
日
に
水
巻
町
い
き
い
き
ほ
ー
る

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
2
回
協
議
会
で
は
、
第
1
回
に
引

き
続
き
、
5
つ
の
議
案
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。○10月22日(水)午後2時から 遠賀町コミュニティセンター○11月26日(水)午後2時から芦屋町（場所は未定） 

合併に関する期間限定出前講座を開設しています。どうぞご利用ください。問い合わせは中央公民館まで！ 
 

表－１　合併協定項目一覧 

基本的事項 

 1 合併の方式 

 2 合併の期日 

 3 新市の名称 

 4 新市の事務所の位置 

 5 財産(債務を含む)および公の施設の取り扱い 

 特例法による協議事項 

 6 議会の議員の定数および任期 

 7 農業委員会の委員の定数及び任期 

 8 地方税 

 9 一般職職員の身分 

 10 地域審議会 

 自治体の運営に関する基本的な事項 

 11 特別職の身分 

 12 条例・規則等 

 13 事務組織および機構 

 14 一部事務組合など 

 15 使用料、手数料など 

 16 公共的団体など(公社、公益等法人を含む) 

 17 補助金、交付金など 

 18 町名・字名 

 19 慣行 

 20 支所又は出張所の位置、名称および所管地域 

 事務事業一元化に係る事項 

 21 広報広聴事業 

 22 国際交流事業、親善都市 

 23 行政区 

 24 コミュニティ施策 

 25 消防防災・防犯事業(消防団を含む) 

 26 上水道事業 

 27 下水道(生活排水・し尿処理)事業 

 28 障害者福祉事業 

 29 児童・母子福祉事業 

 30 保育事業 

 31 高齢者福祉事業 

 32 国民健康保険事業 

 33 介護保険事業 

 34 保健・医療事業 

 35 生活保護事業 

 36 都市計画関係事業 

 37 農林水産関係事業 

 38 商工・観光関係事業 

 39 建設関係事業(町営住宅を含む) 

 40 環境対策事業(衛生、ゴミを含む) 

 41 学校教育事業・通学区域 

 42 社会教育事業 

 43 人権・同和対策事業 

 44 電算システム関係 

 独自の事業に係る事項 

 45 病院事業 

 46 競艇事業 

 47 国民宿舎事業 

 48 霊園事業 

 49 新市建設計画 

 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
2
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
2
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
2
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

議
案
第
６
号
 

遠
賀
郡
４
町
合
併
任
意
協
議
会
の「
調
整
・

申
し
合
わ
せ
」お
よ
び「
遠
賀
郡
将
来
構
想
」

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

　
平
成
13
年
９
月
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た

遠
賀
郡
４
町
合
併
任
意
協
議
会
で
決
定
し
た

「
調
整
・
申
し
合
わ
せ
」お
よ
び「
遠
賀
郡
将

来
構
想
」の
取
り
扱
い
を
ど
う
す
る
か
が
協

議
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
協
議
の
結
果
、
こ
の
２
件
は
、
今
後
の

合
併
協
議
会
で
の
協
議
の
過
程
で
参
考
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

 議
案
第
７
号
 

合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て
 

　
合
併
協
議
会
の
事
務
は
、
新
市
建
設
計

画
の
策
定
と
、
合
併
協
定
項
目
に
関
す
る

協
議
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
一
つ

ず
つ
協
議
を
進
め
て
い
く
合
併
協
定
項
目

に
つ
い
て
、
先
進
地
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
、

49
の
項
目
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
協
定
項
目
に
つ
い
て
は
表
―
１
の
と
お

り
で
す
。
 

 議
案
第
8
号
 

合
併
協
定
項
目
の
調
整
方
針
に
つ
い
て
 

　
表
―
1
の
合
併
協
定
項
目
に
関
す
る
調

整
を
進
め
て
い
く
上
で
の
基
本
方
針
の
協

議
が
行
わ
れ
、
次
の
４
つ
の
方
針
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
 

①
一
体
性
の
確
保

:

各
町
の
こ
れ
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
に
配
慮
し
つ
つ
、
住

民
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
速
や
か
な
一

体
性
の
確
保
に
努
め
る
。
 

②
健
全
な
行
政
運
営

:

少
子
高
齢
化
や
国

際
化
な
ど
社
会
変
革
の
到
来
を
踏
ま
え
、

新
市
に
お
い
て
は
無
理
の
な
い
効
率
的
で

健
全
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る
。
 

③
福
祉
の
適
性
水
準
お
よ
び
適
性
負
担

:

4
町
の
福
祉
の
水
準
を
適
性
水
準
に
保
ち
、

ま
た
負
担
も
適
正
な
負
担
を
行
い
、
全
体

と
し
て
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
。
 

④
適
正
規
模
準
拠

:

10
万
人
都
市
と
し
て
、

自
治
体
規
模
に
見
合
っ
た
調
整
を
行
う
。
 

 議
案
第
9
号
 

事
務
事
業
一
元
化
業
務
調
整
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
 

　
合
併
協
定
項
目
の
う
ち
、
事
務
事
業
一

元
化
調
整
の
基
本
方
針
の
協
議
が
行
わ
れ
、

５
つ
の
基
本
方
針
と
３
つ
の
具
体
的
調
整

方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
基
本
方
針
）
 

①
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
水
準
お
よ
び
適

正
負
担
を
原
則
に
、
地
域
全
体
と
し
て
住

民
生
活
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
調
整
に

努
め
る
。
 

②
合
併
年
度
、
合
併
翌
年
度
に
制
度
の
統

一
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
調
整
を
進
め
る
。
 

③
こ
れ
ま
で
の
行
政
運
営
に
お
け
る
国
県

な
ど
の
関
係
行
政
機
関
と
の
協
定
内
容
は
、

原
則
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
 

④
ほ
か
の
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う
も
の
、

事
業
実
績
が
な
く
制
度
の
必
要
性
が
な
く

な
っ
た
も
の
な
ど
は
、
廃
止
す
る
。
 

⑤
各
項
目
の
基
本
方
針
を
協
議
す
る
こ
と

と
し
、
詳
細
は
行
政
事
務
レ
ベ
ル
で
調
整

を
図
る
も
の
と
す
る
。
 

（
具
体
的
調
整
方
針
）
 

①
国
県
の
制
度
を
基
本
と
し
、
４
町
独
自

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
を
図
る
よ
う

各
種
の
調
整
に
努
め
る
。
 

②
手
数
料
、
使
用
料
な
ど
の
住
民
が
負
担

す
る
事
項
で
、
負
担
増
を
伴
う
も
の
は
、

具
体
的
な
理
由
な
ど
を
明
示
す
る
。
 

③
手
当
、
各
種
事
業
な
ど
の
住
民
が
受
け

る
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
元
化
を
図
る
。
 

 議
案
第
10
号
 

新
市
建
設
計
画
作
成
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
 

　
新
市
建
設
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く

上
で
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、

4
つ
の
基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

①
住
民
の
参
画

:

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
住

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
、
手
続
き
な
ど
で
新
市
建
設
計

画
に
対
す
る
意
見
を
聴
取
し
、
計
画
に
反

映
さ
せ
る
。
 

②
一
体
性
の
確
立
と
均
衡
あ
る
発
展

:

新

市
建
設
計
画
の
内
容
は
、
真
に
新
市
の
建

設
に
資
す
る
事
業
を
抽
出
し
、
そ
の
実
施

を
通
じ
て
速
や
か
な
一
体
性
の
確
立
を
図

る
と
と
も
に
、
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る

た
め
の
推
進
基
盤
と
な
る
計
画
と
す
る
。
 

③
戦
略
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

:

新
市
の
将
来

像
を
効
果
的
に
実
現
す
る
戦
略
的
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
設
定
し
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。
 

④
財
政

:

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
並

行
し
て
行
い
な
が
ら
、
住
民
の
満
足
度
を

最
大
化
し
つ
つ
も
、
無
理
の
な
い
効
率
的

で
健
全
な
行
財
政
運
営
を
可
能
と
す
る
財

政
計
画
を
作
成
す
る
。
 

 
 

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
知
ら
せ
 

　
新
市
の
将
来
像
を
住
民
の
み
な
さ
ん
に

示
す
【
新
市
建
設
計
画
】
の
策
定
に
あ
た
り
、

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
の
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
無
作
為

に
抽
出
し
た
遠
賀
郡

4
町
の
住
民（
岡
垣
町

は
約
千
二
百
人
）を
対

象
と
し
、
10
月
初
旬

に
郵
送
で
行
い
ま
す
。
 

　
調
査
内
容
は
合
併
の
可
否
を
伺
う
も
の

で
は
な
く
、
合
併
後
の
期
待
・
不
安
・
将

来
像
な
ど
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

結
果
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
し
、
新
市
建

設
計
画
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
、
そ

れ
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん

の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、「
芦

屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併

協
議
会
事
務
局
�
2
2
3-

0
8
8
1
へ
お

願
い
し
ま
す
。
 

 記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
 

企
画
政
策
室
へ
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サンリアーイサンリアーイ サンリアーイ 

武
道
館 

中央公民館 

西部公民館 

東部公民館 

情報プラザ人の駅情報プラザ人の駅 情報プラザ人の駅 

い
よ
い
よ
高
速
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
が
整
備
さ
れ
ま
す
！
 

「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」と
各
公
共
施
設
を
結
ぶ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
整
備
工
事
を
実
施
 

 

　
「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」
の
活
用
は
『
広
報
お
か
が
き
』
で
お
伝

え
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
や
機
能
は
、
大
容

量
か
つ
高
速
の
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

通
信
網
（
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
）
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
情
報

の
受
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
み
な
さ
ん
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
網
の

整
備
工
事
実
施
の
お
知
ら
せ
と
光
フ
ァ
イ
バ
の
説
明
を
し
ま
す
。
 

　
そ
れ
で
は
、
今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
使
わ
れ
る
光
フ
ァ
イ

バ
ケ
ー
ブ
ル
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
ど
れ
だ
け
の
情
報
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
利
用
し
て
ど
ん
な
こ

と
を
実
施
し
て
い
く
の
か
説
明
し
ま
す
。
 

問い合わせ 

情報推進課システム整備係へ 

zyoho@town.okagaki.fukuoka.jp

  　
光
フ
ァ
イ
バ
そ
の
も
の
を
簡
単
に
説

明
す
る
と
、
直
径
が
0
・
1
ミ
リ
程
度

の
か
な
り
細
い
ガ
ラ
ス
線
で
す
。
そ
の

細
い
線
の
中
を
高
速
で
大
容
量
の
デ
ー

タ
が
行
き
来
す
る
の
で
す
。
 

　
実
際
に
岡
垣
町
で
設
置
さ
れ
る
光
フ

ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
数

本
が
ま
と
め
て
納
め
ら
れ
た
電
線
の
よ

う
な
ケ
ー
ブ
ル
に
な
り
、
直
径
が
10
ミ

リ
か
ら
15
ミ
リ
程
度
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
 

 　
今
回
の
工
事
は
、
岡
垣
町
の
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
各
公
共
施
設
間
を

１
ギ
ガ
b
p
s
（
※
１
…
次
ペ
ー
ジ
用

語
解
説
参
照
）
の
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
で
接
続
す
る
も
の
で
、「
情
報
プ
ラ
ザ

人
の
駅
」を
中
心
に
各
小
中
学
校
、
東
部
・

中
央
・
西
部
公
民
館
、
役
場
本
庁
、
岡

垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
、
い
こ
い
の
里
、
武

道
館
と
い
う
全
15
か
所
を
結
び
ま
す
。

総
延
長
距
離
は
約
13
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

な
り
ま
す
。
 

 ○
工
事
期
間
 

　
平
成
15
年
10
月
下
旬
か
ら
12
月
下
旬
 

○
工
事
箇
所
 

　
町
内
全
般（
下
図
の
と
お
り
）
 

　
主
に
道
路
上
の
電
柱
に
共
架
す
る
方

式
（
電
力
線
や
通
信
線
と
同
じ
よ
う
に

設
置
）で
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
 

 ○
詳
 
細
 

　
詳
し
い
工
事
期
間
お
よ
び
工
事
箇
所

は
、
決
定
次
第
該
当
す
る
地
区
の
み
な

さ
ん
に
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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の
？
 

 

ど
れ
だ
け
の
情
報
を
送
る
 

こ
と
が
で
き
る
の
？
 

 と
い
う
こ
と
は
･
･
･
 

こ
の
特
徴
を
生
か
し
て
 

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す
！
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今
回
導
入
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
は
、
通
信
速
度
が
１
ギ
ガ
b
p
s
で
、

１
秒
間
に
１
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
（
※
2
）
の
情

報
量
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も

の
で
す
。
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と
は
千
メ
ガ
の
こ
と

で
す
が
、
実
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に
ど
の
く
ら
い
の
デ
ー

タ
量
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
？
新
聞
紙
面
を
漢
字
文
字
に
換
算

し
た
と
し
て
例
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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１
メ
ガ
ｂ
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ｓ
は
１
秒
間
に
新
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５

ペ
ー
ジ
分
の
情
報
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

          

  ○
１
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ガ
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s
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は
、
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に
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五
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ペ
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ジ
分
と
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う
た
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ん
大
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情
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量
を
送
る
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が
で
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垣
町
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
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で
は
、
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の
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容
量
と
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う
特
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を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
紹
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し
て
き
た

よ
う
な
遠
隔
授
業
や
映
像
情
報
の
利
用
・

活
用
な
ど
、
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
を
中

心
と
し
て
映
像
情
報
に
よ
る
効
果
的
な

情
報
の
受
発
信
を
行
い
、
み
な
さ
ん
へ

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い
ま
す
。
 

 ○
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
映

像
情
報
発
信
 

　
各
施
設
に
設
置
す
る
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
か
ら
、
映
像
広
報
や
行
政
情
報
、

観
光
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
積
極

的
に
高
画
質
で
発

信
し
ま
す
。
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動
く
映
像
に
よ

る
情
報
受
発
信
 

　
遠
隔
行
政
相
談
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遠
隔
授
業
な
ど
、

動
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映
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に
よ
る
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受
発
信
が

で
き
る
よ
う
に
な

り
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す
。
さ
ら
に

は
、
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フ
ァ
イ
バ

の
大
容
量
を
生
か

し
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
ラ
イ
ブ
放
送

に
よ
る
生
の
情
報

な
ど
も
発
信
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い

ま
す
。
 

 ○
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
の
活
用
 

　
利
用
者
端
末
か
ら
は
映
像
の
検
索
閲

覧
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
ほ
か
サ
ン
リ

ー
ア
イ
図
書
館
の
蔵
書
検
索
や
図
書
の

予
約
な
ど
も
こ
の
ネ
ッ
ト
 

ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
で
き
 

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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みんなでおいしい米づくり 

本物の舞台芸術体験事業 

学校給食調理等業務民間委託実施校試食会 

第６次住居表示がはじまります！ 

　９月4日に、岡垣郵便局から町に住居表示板や街区表示板などの寄贈が行われました。これは、10月６日（月）

から実施される第６次住居表示（緑ヶ丘区の一部・野間一区の一部・野間三区・野間四区の一部・吉木区の

一部）のため、寄贈されたものです。 

　寄贈された住居表示板や街区表示板などは、順次対象地区に取り付けました。対象地域のみなさんのご

協力ありがとうございました。また、この第６次住居表示実施に伴い、対象地域の郵便番号が一部変わり

ますのでお間違えのないようお願いします。 

クリストファ･ゴッドフリーと申します！ 

まちとむらネットワーク事業ふれあい体験農業 
 

新規国際交流員来日 

安全でおいしい給食をこれからも 

　二学期から給食調理等業務の民間委託を実

施する、山田小学校と海老津小学校で８月25

日と26日、それぞれ試食会が行われました。 

　二日間でPTAを始めとした200人以上が訪れ、

給食を試食しました。今回はその新しいスタ

ッフでの給食調理となりましたが、参加者か

らは、「安全でおいしい給食をこれからもお

願いします。」という声が聞かれました。 

芦屋町砂浜美術展 

夏の思い出～砂像づくりへの挑戦～ 

住居表示板・街区表示板寄贈式 
 　８月26日、岡垣サンリーアイで

ミュージカル｢アルプスの少女ハ

イジ｣の公演がありました。 

　これは、岡垣中学校と岡垣東中

学校の生徒を対象に、優れた芸術

を鑑賞し、心豊かに健やかに成長

してもらおうという本物の舞台芸

術体験事業という取り組みです。

生徒たちは、リズミカルな音楽に

合わせて、笑いあり、感動ありの

舞台に浸りました。 

　開演前に、両校の生徒のうち約20人が、音響や照明の設定、練習風景など、本番前の様子

を体験するバックステージツアーに参加しました。普段見ることのできない舞台裏に興味津々

で、練習姿の出演者に目を凝らしていました。出演者のみなさんも、練習風景を人に見られる

のはめったにないということで、少々緊張気味だったみたいです。 

　ミュージカルを通して、日々勉強に、スポーツに忙しい生徒たちも、心を癒すいい機会にな

ったのではないでしょうか。 

野間１～５丁目 

東高倉１～２丁目 

新住居表示実施町名 新郵便番号 

８１１－４２３３ 

８１１－４２３７ 

※旧大字野間の地域は変更はありません。 

※10月５日（日）は、第６次住居表示に伴うデータ更 

新作業のため、岡垣サンリーアイ・東部公民館に設 

置している住民票等の自動交付機は、使用できませ 

んのでご了承ください。 

役場の住所も変わります 
新住所：岡垣町野間１丁目１番１号 

　８月31日のふれあい体験農業で、棚田オーナーのみ

なさんが、原区の水田で稲刈りと掛干しを体験しました。

これは、町民のみなさんが米づくりを通して、都市と農

村の交流や親子でふれあい、地産地消の推進を目的とし

て行われています。 

　当日は、前日の雨がうそのように天候にも恵まれ約

30人の参加者が、汗をかきながらの作業でした。終了後は交流会もあり、原区で採れたおいしい新米のお

にぎりを食べ、「稲刈りは大変だったけど、みんなですると楽しいし、また来年も参加したいです。」「交流

会で食べたおにぎりもおいしかったけど、今日刈った米は天日干しだから、もっとおいしいそう。」と感想

を話してくれました。棚田保存会は、「今年は天候があまり良くなく、米の出来を心配していたが、予定し

ていた量は採れそうなので安心しました。来年は、もう少し面積を広げ、もっと大勢のみなさんに農業体

験をしてもらい、安全でおいしい米を一緒に作付したい。」と話してくれました。 

 

みんなの心に感動を 
 

　岡垣町の新しい国際交流員が来日し、８

月28日に辞令が交付されました。名前は、

クリストファ･ゴッドフリー。イギリスから

来た23歳の青年です。大学で４年間日本語

を勉強し、一年間の留学経験があります。 

　今後、英会話の授業や、保育所訪問、ま

つり岡垣などのイベントを通して、岡垣町のみなさんと交流していきます。

『広報おかがき』の毎月10日号で、国際交流のページで記事や、イベント

の案内などを掲載しますので、楽しみにしてください。 

　芦屋町で開催された砂浜の美術展に、岡垣中学校美術部と山田小学校5年生が砂像制作に挑

戦しました。このうち、山田小学校5年生の砂像制作への挑戦について紹介します。 

　山田小学校5年生は、６月に砂像を制作する体験学習のあと、「もっと大きな砂像を作ってみ

たい」という子どもたちからの声があり、砂浜の美術展で砂像制作に挑戦することになりました。

　作品のテーマは「岡垣～うみがめもかえる町～」

とし、8月22日から4日間で製作しました。暑

さとの戦いでもありましたが、悪戦苦闘の中、

高さ約2ｍ、幅約４ｍの中型砂像を作りあげま

した。 

　子どもたちががんばって作りあげた砂像は、

多くのみなさんから賞賛されました。この貴

重な体験を活かして、これからもいろいろな

ことに挑戦してほしいと思います。 
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みんなでおいしい米づくり 

本物の舞台芸術体験事業 

学校給食調理等業務民間委託実施校試食会 
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　参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう！「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込めた
読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことから地
域の活動まで、またイラスト・４コマまんが・
俳句・川柳などの作品もお待ちしています。 
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　中間・遠賀地区「少年の船」が８月６日から８日ま

で行われました。台風の影響で、奄美大島での研修

ができませんでしたが、小学４年生から中学1年生ま

での52人とスタッフ15人が参加し、岡垣町からも９

人の団員が参加しました。研修の内容が大幅に変わ

りましたが、鹿児島県知覧町の「特攻平和会館」の見

学など、貴重な体験をしてきました。今回、奄美の

大自然にふれることができなかったのは残念でしたが、

研修を通して子どもたちは、平和の大切さ、自然の

すごさを学び、そして何よりも多くの友達ができた

ことは、これからの子どもたちにとって財産になる

と思います。この体験をこれからも大切にしてくだ

さい。 
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戸切白谷の小さな国際交流 
 

　８月16日の夜に、手野区育成会とこども会で

千灯明を行いました。お大師様を中心に、毘沙

門様までの、よめ坂（約50�）に1200本のローソ

クを点しました。当日は、夕方からの雨も一時

的にやみ、風も無かったので、５年ぶりに光り

輝く幻想の世界をかもし出すことができました。 

　残暑厳しい、８月24日にはお篭もりを行いました。

これは、台風よけと稲の豊作祈願を、大国主神社に

祈願するもので、祈願の後境内で、演芸を見ながら、

熱演、珍芸など、盛りだくさんで、近年にない盛況

でした。 

中間・遠賀地区｢少年の船｣ 

太鼓を打つ！旭南区の子どもたち 
　梅雨の晴れ間の８月９日、10日の二日間、20回目を迎えた旭南区

の納涼盆踊り大会を区内の山ノ後第二公園で行いました。 

　恒例になっているかわいい一年生の「花笠踊り」には、弟のために６

年生のお兄ちゃんが、妹のためには５年生のお姉ちゃんが太鼓を打つ

姿に、会場は大盛り上がりでした。 

　19日間岡垣海鳴り太鼓の南里先生の指導を受け、練習で手のマメを

つぶしながらもがん

ばった子どもたちの、

心地良い太鼓の響き

は達成感の喜びにあ

ふれ、踊り手の胸と

観る人々の胸にも感

動となって届いたよ

うでした。 

 

【写真と原稿は旭南区松本威彦区長の提供】 

 

　８月12日に戸切白谷区の盆踊りの会場に、一人のアメリカの人デービッド・

ジョン・クロワートさんと家族が訪れました。白谷区の小さな国際親善だと

思い、英語で意思表

示しようとしました

が、奥さんが日本人

であるクロワートさ

んは、たいへん日本

語が上手でした。14

日にも参加してくれ

ましたので、また来

年の参加を楽しみに

しています。 

 

【写真と原稿は手野区堀克之区長の提供】 

PN．睛▲ 

平和・希望・未来へつなぐ仲間たち 

手野区の千灯明と風止め篭もり 
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　参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう！「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込めた
読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことから地
域の活動まで、またイラスト・４コマまんが・
俳句・川柳などの作品もお待ちしています。 
応募先/〒811-4233岡垣町大字野間697-1 
岡垣町役場地域づくり課・広報「どくしゃ
の私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名も
可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 

ど 

く 

し 

の 
や 

私

書

箱
 

　中間・遠賀地区「少年の船」が８月６日から８日ま

で行われました。台風の影響で、奄美大島での研修

ができませんでしたが、小学４年生から中学1年生ま

での52人とスタッフ15人が参加し、岡垣町からも９

人の団員が参加しました。研修の内容が大幅に変わ

りましたが、鹿児島県知覧町の「特攻平和会館」の見

学など、貴重な体験をしてきました。今回、奄美の

大自然にふれることができなかったのは残念でしたが、

研修を通して子どもたちは、平和の大切さ、自然の

すごさを学び、そして何よりも多くの友達ができた

ことは、これからの子どもたちにとって財産になる

と思います。この体験をこれからも大切にしてくだ

さい。 
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短
　
　
歌 

��
��
��
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��
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川
　
　
柳 

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

俳
　
　
句 

木
綿
俳
句
会 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会 

青
葉
短
歌
会 

岡
垣
川
柳
会 

一
般
の
作
品 

岡
垣
乳
垂
俳
句
会 

台
場
跡
海
へ
傾
ぎ
し
新
松
子
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
丸
ツ
ヤ
子
 

天
界
へ
泰
山
木
の
献
花
め
く
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
守
 

花
合
歓
の
濃
き
一
叢
や
鳶
の
笛
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
岡
　
俊
子
 

梅
雨
晴
間
母
の
手
を
と
り
散
歩
道
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
亮
子 

  

汗
だ
く
に
使
ふ
古
鍬
光
り
だ
す
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
苅
　
文
枝 

 

朝
顔
の
一
輪
の
庭
明
り
か
な
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
ノ
下
静
子
 

峠
行
く
子
ら
二
三
人
夏
休
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
久
美
子
 

殻
欠
け
し
鮑
は
舟
に
残
し
売
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
々
石
恵
美
子 

  

秋
潮
の
夕
日
を
入
る
る
渚
か
な
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
き
よ
み 

長
き
夜
や
し
お
り
納
め
し
文
庫
本
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
島
　
清
子
 

足
弱
く
な
り
ぬ
虫
音
ば
か
り
聴
く
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
き
く
え
 

鳶
の
輪
の
ゆ
る
り
と
解
け
し
秋
遍
路
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
畑
田
鶴
子 

 

遠
賀
川
の
河
口
あ
た
り
か
た
ま
ゆ
ら
を
 

　
　
　
　
夜
空
に
小
さ
く
遠
花
火
見
ゆ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子
 

出
征
の
夫
待
ち
い
し
姉
母
子
八
月
六
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
爆
に
死
す
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
光
代
 

薬
味
に
と
急
ぎ
茗
荷
を
も
ぎ
に
ゆ
く
顔
 

　
　
　
　
に
か
か
れ
る
蜘
蛛
の
糸
拂
い
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
松
　
文
子
 

肩
並
め
て
神
戸
元
町
二
人
ゆ
く
い
ま
 

　
　
　
　
こ
の
時
の
か
け
が
え
の
な
く
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
京
子 

  

露
出
す
る
カ
ッ
パ
名
物
田
主
丸
筑
後
 

　
　
　
　
　
河
畔
に
名
残
り
と
ど
め
て
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
敏
夫
 

は
つ
漁
港
飛
び
交
う
か
も
め
眺
め
つ
つ
 

　
　
　
　
　
波
の
音
き
く
今
日
は
立
秋
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
田
ユ
キ
エ 

    

顔
立
ち
は
俺
に
わ
た
し
に
揉
め
て
い
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
熊
雄
 

太
ら
せ
た
魚
は
食
べ
ぬ
こ
の
港
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
雪
鎧
 

追
伸
に
本
気
を
ち
ら
と
覗
か
せ
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
ナ
ヲ
 

一
切
を
任
せ
て
か
ら
の
い
い
笑
顔
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
和
彦
 

9

戸切白谷の小さな国際交流 
 

　８月16日の夜に、手野区育成会とこども会で

千灯明を行いました。お大師様を中心に、毘沙

門様までの、よめ坂（約50�）に1200本のローソ

クを点しました。当日は、夕方からの雨も一時

的にやみ、風も無かったので、５年ぶりに光り

輝く幻想の世界をかもし出すことができました。 

　残暑厳しい、８月24日にはお篭もりを行いました。

これは、台風よけと稲の豊作祈願を、大国主神社に

祈願するもので、祈願の後境内で、演芸を見ながら、

熱演、珍芸など、盛りだくさんで、近年にない盛況

でした。 

中間・遠賀地区｢少年の船｣ 

太鼓を打つ！旭南区の子どもたち 
　梅雨の晴れ間の８月９日、10日の二日間、20回目を迎えた旭南区

の納涼盆踊り大会を区内の山ノ後第二公園で行いました。 

　恒例になっているかわいい一年生の「花笠踊り」には、弟のために６

年生のお兄ちゃんが、妹のためには５年生のお姉ちゃんが太鼓を打つ

姿に、会場は大盛り上がりでした。 

　19日間岡垣海鳴り太鼓の南里先生の指導を受け、練習で手のマメを

つぶしながらもがん

ばった子どもたちの、

心地良い太鼓の響き

は達成感の喜びにあ

ふれ、踊り手の胸と

観る人々の胸にも感

動となって届いたよ

うでした。 

 

【写真と原稿は旭南区松本威彦区長の提供】 

 

　８月12日に戸切白谷区の盆踊りの会場に、一人のアメリカの人デービッド・

ジョン・クロワートさんと家族が訪れました。白谷区の小さな国際親善だと

思い、英語で意思表

示しようとしました

が、奥さんが日本人

であるクロワートさ

んは、たいへん日本

語が上手でした。14

日にも参加してくれ

ましたので、また来

年の参加を楽しみに

しています。 

 

【写真と原稿は手野区堀克之区長の提供】 

PN．睛▲ 

平和・希望・未来へつなぐ仲間たち 

手野区の千灯明と風止め篭もり 
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神無月のもよおし・おしらせ 神無月のもよおし・おしらせ 
かんなづき 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

建
設
課
  

海
老
津
駅
公
衆
 

 
 
 
 
ト
イ
レ
改
修
工
事
 

教
育
総
務
課
 

ご
存
知
で
す
か
 

 
 
 
就
学
費
の
援
助
制
度
 

環
境
共
生
課
 

み
ん
な
で
考
え
 

　
　
み
ん
な
で
と
り
く
も
う
 

福
岡
労
働
局
 

10
月
は
労
働
保
険
 

 
 
 
適
用
促
進
月
間
で
す
 

福
岡
県
職
業
能
力
開
発
協
会
 

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

 
 
 
 
 
技
能
検
定
試
験
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

　
　
　
　
岡
垣
郵
便
局
長
杯
 

岡
垣
町
登
山
連
盟
 

参
加
し
よ
う
！
 

　
　
湯
川
山
ふ
れ
あ
い
登
山
 

福
岡
県
新
雇
用
開
発
課
 

仕
事
と
家
庭
を
 

　
　
　
　
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
 

 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

総
務
課
 

監
査
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

福
岡
県
環
境
部
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室
 

自
分
の
バ
ッ
グ
で
お
買
い
物
 

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
  

犬
の
し
つ
け
方
　
教
え
ま
す
 

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

飼
犬
と
の
暮
ら
し
を
考
え
よ
う
 

次
第
締
め
切
り
）
 

参
加
費
　
無
料
 

※
無
料
託
児
あ
り（
幼
児
）。
10
月

8
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡

県
新
雇
用
開
発
課
�
０
９
２-

６

４
３-

３
５
８
６
へ
 

    　
従
業
員
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

　
労
災
保
険
は
、
従
業
員
が
業
務

上
、
ま
た
は
通
勤
途
上
の
災
害
に

遭
っ
た
場
合
に
事
業
主
に
代
わ
っ

て
補
償
を
行
な
い
ま
す
。
 

　
雇
用
保
険
は
、
従
業
員
が
失
業

し
た
場
合
に
失
業
給
付
を
行
な
う

ほ
か
、
在
職
者
を
対
象
と
し
た
雇

用
継
続
給
付
制
度
（
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
・
育
児
休
業
給
付
・
介

護
休
業
給
付
・
教
育
訓
練
給
付
制

度
）
、
失
業
の
予
防
や
雇
用
機
会

の
増
大
を
図
る
事
業
主
に
対
し
て
、

一
定
の
要
件
に
よ
り
各
種
助
成
金

の
支
給
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
だ
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
て

い
な
い
事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

で
加
入
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
適
用
室
�
０
９
２-

４
３
４-

９
８
３
３
へ
 

    　
技
能
検
定
は
、
技
能
の
程
度
を

一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
公

証
す
る
制
度
で
、
合
格
者
に
は
、

厚
生
労
働
大
臣
・
県
知
事
名
の
合

格
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
　
 

受
験
受
付
　
９
月
30
日（
火
）か
ら

10
月
10
日（
金
）
 

受
験
資
格
 

①
特
級
＝
１
級
合
格
後
実
務
経
験

年
数
５
年
以
上
②
１
級
＝
実
務
経

験
年
数
12
年
以
上
、
ま
た
は
２
級

合
格
後
５
年
以
上
③
2
級
＝
実
務

経
験
年
数
３
年
以
上
、
ま
た
は
３

級
合
格
後
半
年
以
上
④
３
級
＝
実

務
経
験
年
数
１
年
以
上
⑤
単
一
等

級
＝
実
務
経
験
年
数
５
年
以
上
 

試
験
日
　
○
実
技
＝
11
月
28
日
か

ら
平
成
16
年
２
月
22
日
の
協
会
が

指
定
す
る
日
○
学
科
＝
平
成
16
年

２
月
１
日
、
４
日
、
８
日
、
15
日

の
４
日
間
に
分
け
て
実
施
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
職
業
能
力

開
発
協
会
�
０
９
２-

６
７
１-

１

２
３
８
へ
 

   　
犬
の
し
つ
け
方
に
つ
い
て
知
り

た
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を

講
習
と
実
技
を
通
じ
て
対
処
法
な

ど
を
説
明
し
ま
す
。
 

と
　
き
 （
４
日
間
で
１
ク
ー
ル
）
 

10
月
24
日(

金)

28
日(

火)

31
日(

金)

11
月
４
日(

火)

午
後
１
時
30
分
か

ら
３
時
30
分
（
一
日
目
は
、
犬
の

同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
）
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里
 

定
　
員
　
30
人
※
予
約
制
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）
 

参
加
料
　
無
料
 

申
し
込
み
　
10
月
１
日
か
ら
福
岡

県
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
２

０
１-

４
１
６
１
 

   ①
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
人
の
た
め

の
講
習
会
 

　
は
じ
め
て
犬
を
飼
う
人
、
こ
れ

か
ら
犬
を
飼
う
う
え
で
疑
問
や
不

安
が
あ
る
人
は
、
正
し
い
犬
の
飼

い
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
？
 

と
　
き
　
10
月
15
日（
水
）午
後
1

時
30
分
か
ら
３
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
 

参
加
料
　
無
料
 

②
小
犬
の
地
域
譲
渡
会
 

と
　
き
　
10
月
22
日（
水
）午
後
1

時
30
分
か
ら
3
時
15
分
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
 

対
 
象
　
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
人

の
た
め
の
講
習
会
を
６
か
月
以
内

に
受
講
し
た
人
で
、
動
物
管
理
セ

ン
タ
ー
に
引
き
取
ら
れ
た
小
犬
の

譲
渡
を
希
望
す
る
人
。
 

参
加
料
　
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
①
、

②
と
も
に
前
日
ま
で
に
福
岡
県
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
�
２
０
１

-

４
１
８
１
へ
 

    と
 
き
　
10
月
26
日（
日
）受
付
９

時
ま
で
 

※
雨
天
時
は
28
日（
火
）に
順
延
 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

対
　
象
　
町
内
在
住
者
 

参
加
料
　
三
百
円
 

申
込
締
切
　
10
月
10
日（
金
）
 

※
当
日
の
参
加
受
付
な
し
。
用
具
、

筆
記
具
は
各
自
持
参
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
 

中
島
�
２
８
２-

５
０
７
６
　
 

小
林
�
２
８
２-

５
７
９
８
　
 

鈴
木
�
２
８
２-

５
１
２
０
　
 

浜
中
�
２
８
３-

１
１
８
７
 

    　
小
中
学
生
や
保
護
者
の
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
10
月
25
日（
土
）午
前
９

時
集
合
 

※
雨
天
中
止
 

集
合
場
所
　
成
田
山
駐
車
場
 

持
参
品
　
弁
当
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
登
山
連
盟
（
向

井
）�
２
８
２-

５
１
６
３
へ
 

    　
経
済
的
理
由
で
小
・
中
学
校
へ

の
就
学
が
困
難
な
世
帯
（
生
活
保

護
世
帯
を
除
く
）
に
、
学
用
品
費

や
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
を

助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
制
度
は
、
世
帯
全
員
の
収

入
が
一
定
基
準
以
下
の
と
き
に
、

学
期
ご
と
に
就
学
費
を
援
助
す
る

も
の
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課
へ
 

   　
公
金
の
収
納
や
支
出
な
ど
に
つ

い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
割
の
監
査

委
員
が
、
竹
井
幸
則
氏
（
72
歳
・

内
浦
区
）に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

　
任
期
は
平
成
15
年
9
月
7
日
か

ら
平
成
19
年
9
月
6
日
ま
で
の
4

年
間
で
す
。
 

     問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
へ
 

    　
海
老
津
駅
公
衆
ト
イ
レ
を
施
設

の
老
朽
化
に
伴
い
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
対
応
し
た
男
子
・
女
子
便
所

に
改
修
し
ま
す
。
工
事
期
間
は
約

１
か
月
程
度
で
、
工
事
期
間
中
は

駅
前
広
場
内
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設

置
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
海
老
津
駅
掲
示
板

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

工
事
期
間
　
10
月
上
旬
か
ら
11
月

上
旬（
予
定
）
 

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画

係
へ
 

    　
環
境
問
題
講
演（
学
習
）会
で
生

物
と
環
境
の
関
わ
り
を
通
し
て
環

境
の
現
状
を
見
つ
め
将
来
の
環
境

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

と
　
き
　
10
月
15
日（
水
）午
後
7

時
か
ら
８
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
 

テ
ー
マ
　「
生
物
と
環
境
」
 

講
　
師
　
福
岡
教
育
大
学
名
誉
教

授
　
倉
本
満
氏
 

※
参
加
は
無
料
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
共
生
課
自
然

環
境
係
へ
　
 

   　
10
月
は
買
い
物
袋
持
参
運
動
の

強
化
月
間
で
す
。
マ
イ
・
バ
ッ
グ
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
！
 

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
、
ご
み
の
減
量
化
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
買

い
物
の
と
き
に
は
、
自
分
で
袋
な

ど
を
持
参
し
、
ご
み
の
減
量
化
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
不
要
な
包
装
、

過
剰
な
包
装
は
、
で
き
る
だ
け
断

り
、
簡
易
包
装
の
商
品
、
詰
め
替

え
用
商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
 

　
事
業
者
は
、
お
客
様
の
買
い
物

袋
持
参
運
動
を
呼
び
か
け
、
レ
ジ

袋
な
ど
の
削
減
、
商
品
の
簡
易
包

装
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

期
　
間
　
10
月
１
日（
水
）か
ら
31

日（
金
）
 

問
い
合
わ
せ
　
ご
み
と
資
源
を
考

え
る
福
岡
県
民
会
議
事
務
局
�
０

９
２-

６
４
３-

３
３
７
１
へ
 

    　
企
業
表
彰
や
講
演
、
法
律
説
明

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

と
　
き
　
10
月
15
日（
水
）午
後
１

時
30
分
か
ら
４
時
 

と
こ
ろ
　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
福
岡

市
中
央
区
）
 

講
　
演
　
「
子
育
て
し
や
す
い
職

場
環
境
整
備
に
向
け
た
企
業
の
取

り
組
み
」
 

講
　
師
　
東
京
大
学
社
会
科
学
研

究
所
助
教
授
　
武
石
恵
美
子
氏
 

対
　
象
　
事
業
主
、
職
業
家
庭
両

立
推
進
者
、
一
般
県
民
な
ど
 

定
　
員
　
二
百
人
（
定
員
に
な
り

岡垣町収納代理金融機関の 

おんしん岡垣支店が10月6日（月）に移転します。 

現店舗（海老津駅前13-5）の老朽化に伴い、公園通り１丁目に新築、移転オープンすることと 

なりました。10月6日からの町税や水道料金などの納付は、新店舗をご利用ください。 

遠賀信用金庫　岡垣支店 

�282-0137

店舗移転に関する問い合わせ 
おんしん 
岡垣支店 

岡垣支店新店舗所在地図　住所：岡垣町公園通り1-1-16

至波津 

●岡垣サンリーアイ 
  
 ●ハローデイ 

岡垣バイパス 

旧国道3号線 

JR海老津駅 

至 遠賀川 至 宗像 

至 折尾 至 博多 

　高齢者の就業促進を目的に、パソコン講習

をおこないます。 

講習内容　パソコン画像処理 

講習期間　11月４日から25日の毎週火、金

　　　　　 曜日 

○午前の部(10時から正午) 

○午後の部(1時から3時) 

対　　象　55歳から64歳までの人 

定　　員　各20人 

講習会場　いこいの里 

申し込み　10月10日(金)までにシルバー人材

センター窓口(いこいの里)でお申し込みくだ

さい。 

問い合わせ 岡垣町シルバー人材センター　

　　　　 　  �282-4688へ 

働く意欲のある高齢者の 
ためのパソコン講習 

 

働く意欲のある高齢者の 
ためのパソコン講習 

 



広報おかがき　平成15年9月25日号 広報おかがき　平成15年9月25日号 1011

神無月のもよおし・おしらせ 神無月のもよおし・おしらせ 
かんなづき 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

建
設
課
  

海
老
津
駅
公
衆
 

 
 
 
 
ト
イ
レ
改
修
工
事
 

教
育
総
務
課
 

ご
存
知
で
す
か
 

 
 
 
就
学
費
の
援
助
制
度
 

環
境
共
生
課
 

み
ん
な
で
考
え
 

　
　
み
ん
な
で
と
り
く
も
う
 

福
岡
労
働
局
 

10
月
は
労
働
保
険
 

 
 
 
適
用
促
進
月
間
で
す
 

福
岡
県
職
業
能
力
開
発
協
会
 

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

 
 
 
 
 
技
能
検
定
試
験
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

　
　
　
　
岡
垣
郵
便
局
長
杯
 

岡
垣
町
登
山
連
盟
 

参
加
し
よ
う
！
 

　
　
湯
川
山
ふ
れ
あ
い
登
山
 

福
岡
県
新
雇
用
開
発
課
 

仕
事
と
家
庭
を
 

　
　
　
　
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
 

 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

総
務
課
 

監
査
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

福
岡
県
環
境
部
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室
 

自
分
の
バ
ッ
グ
で
お
買
い
物
 

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
  

犬
の
し
つ
け
方
　
教
え
ま
す
 

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

飼
犬
と
の
暮
ら
し
を
考
え
よ
う
 

次
第
締
め
切
り
）
 

参
加
費
　
無
料
 

※
無
料
託
児
あ
り（
幼
児
）。
10
月

8
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡

県
新
雇
用
開
発
課
�
０
９
２-

６

４
３-
３
５
８
６
へ
 

    　
従
業
員
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

　
労
災
保
険
は
、
従
業
員
が
業
務

上
、
ま
た
は
通
勤
途
上
の
災
害
に

遭
っ
た
場
合
に
事
業
主
に
代
わ
っ

て
補
償
を
行
な
い
ま
す
。
 

　
雇
用
保
険
は
、
従
業
員
が
失
業

し
た
場
合
に
失
業
給
付
を
行
な
う

ほ
か
、
在
職
者
を
対
象
と
し
た
雇

用
継
続
給
付
制
度
（
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
・
育
児
休
業
給
付
・
介

護
休
業
給
付
・
教
育
訓
練
給
付
制

度
）
、
失
業
の
予
防
や
雇
用
機
会

の
増
大
を
図
る
事
業
主
に
対
し
て
、

一
定
の
要
件
に
よ
り
各
種
助
成
金

の
支
給
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
だ
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
て

い
な
い
事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

で
加
入
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
適
用
室
�
０
９
２-

４
３
４-

９
８
３
３
へ
 

    　
技
能
検
定
は
、
技
能
の
程
度
を

一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
公

証
す
る
制
度
で
、
合
格
者
に
は
、

厚
生
労
働
大
臣
・
県
知
事
名
の
合

格
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
　
 

受
験
受
付
　
９
月
30
日（
火
）か
ら

10
月
10
日（
金
）
 

受
験
資
格
 

①
特
級
＝
１
級
合
格
後
実
務
経
験

年
数
５
年
以
上
②
１
級
＝
実
務
経

験
年
数
12
年
以
上
、
ま
た
は
２
級

合
格
後
５
年
以
上
③
2
級
＝
実
務

経
験
年
数
３
年
以
上
、
ま
た
は
３

級
合
格
後
半
年
以
上
④
３
級
＝
実

務
経
験
年
数
１
年
以
上
⑤
単
一
等

級
＝
実
務
経
験
年
数
５
年
以
上
 

試
験
日
　
○
実
技
＝
11
月
28
日
か

ら
平
成
16
年
２
月
22
日
の
協
会
が

指
定
す
る
日
○
学
科
＝
平
成
16
年

２
月
１
日
、
４
日
、
８
日
、
15
日

の
４
日
間
に
分
け
て
実
施
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
職
業
能
力

開
発
協
会
�
０
９
２-

６
７
１-

１

２
３
８
へ
 

   　
犬
の
し
つ
け
方
に
つ
い
て
知
り

た
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を

講
習
と
実
技
を
通
じ
て
対
処
法
な

ど
を
説
明
し
ま
す
。
 

と
　
き
 （
４
日
間
で
１
ク
ー
ル
）
 

10
月
24
日(

金)

28
日(

火)

31
日(

金)

11
月
４
日(

火)

午
後
１
時
30
分
か

ら
３
時
30
分
（
一
日
目
は
、
犬
の

同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
）
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里
 

定
　
員
　
30
人
※
予
約
制
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）
 

参
加
料
　
無
料
 

申
し
込
み
　
10
月
１
日
か
ら
福
岡

県
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
２

０
１-

４
１
６
１
 

   ①
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
人
の
た
め

の
講
習
会
 

　
は
じ
め
て
犬
を
飼
う
人
、
こ
れ

か
ら
犬
を
飼
う
う
え
で
疑
問
や
不

安
が
あ
る
人
は
、
正
し
い
犬
の
飼

い
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
？
 

と
　
き
　
10
月
15
日（
水
）午
後
1

時
30
分
か
ら
３
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
 

参
加
料
　
無
料
 

②
小
犬
の
地
域
譲
渡
会
 

と
　
き
　
10
月
22
日（
水
）午
後
1

時
30
分
か
ら
3
時
15
分
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
 

対
 
象
　
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
人

の
た
め
の
講
習
会
を
６
か
月
以
内

に
受
講
し
た
人
で
、
動
物
管
理
セ

ン
タ
ー
に
引
き
取
ら
れ
た
小
犬
の

譲
渡
を
希
望
す
る
人
。
 

参
加
料
　
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
①
、

②
と
も
に
前
日
ま
で
に
福
岡
県
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
�
２
０
１

-

４
１
８
１
へ
 

    と
 
き
　
10
月
26
日（
日
）受
付
９

時
ま
で
 

※
雨
天
時
は
28
日（
火
）に
順
延
 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

対
　
象
　
町
内
在
住
者
 

参
加
料
　
三
百
円
 

申
込
締
切
　
10
月
10
日（
金
）
 

※
当
日
の
参
加
受
付
な
し
。
用
具
、

筆
記
具
は
各
自
持
参
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
 

中
島
�
２
８
２-

５
０
７
６
　
 

小
林
�
２
８
２-

５
７
９
８
　
 

鈴
木
�
２
８
２-

５
１
２
０
　
 

浜
中
�
２
８
３-

１
１
８
７
 

    　
小
中
学
生
や
保
護
者
の
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
10
月
25
日（
土
）午
前
９

時
集
合
 

※
雨
天
中
止
 

集
合
場
所
　
成
田
山
駐
車
場
 

持
参
品
　
弁
当
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
登
山
連
盟
（
向

井
）�
２
８
２-

５
１
６
３
へ
 

    　
経
済
的
理
由
で
小
・
中
学
校
へ

の
就
学
が
困
難
な
世
帯
（
生
活
保

護
世
帯
を
除
く
）
に
、
学
用
品
費

や
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
を

助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
制
度
は
、
世
帯
全
員
の
収

入
が
一
定
基
準
以
下
の
と
き
に
、

学
期
ご
と
に
就
学
費
を
援
助
す
る

も
の
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課
へ
 

   　
公
金
の
収
納
や
支
出
な
ど
に
つ

い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
割
の
監
査

委
員
が
、
竹
井
幸
則
氏
（
72
歳
・

内
浦
区
）に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

　
任
期
は
平
成
15
年
9
月
7
日
か

ら
平
成
19
年
9
月
6
日
ま
で
の
4

年
間
で
す
。
 

     問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
へ
 

    　
海
老
津
駅
公
衆
ト
イ
レ
を
施
設

の
老
朽
化
に
伴
い
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
対
応
し
た
男
子
・
女
子
便
所

に
改
修
し
ま
す
。
工
事
期
間
は
約

１
か
月
程
度
で
、
工
事
期
間
中
は

駅
前
広
場
内
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設

置
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
海
老
津
駅
掲
示
板

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

工
事
期
間
　
10
月
上
旬
か
ら
11
月

上
旬（
予
定
）
 

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画

係
へ
 

    　
環
境
問
題
講
演（
学
習
）会
で
生

物
と
環
境
の
関
わ
り
を
通
し
て
環

境
の
現
状
を
見
つ
め
将
来
の
環
境

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

と
　
き
　
10
月
15
日（
水
）午
後
7

時
か
ら
８
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
 

テ
ー
マ
　「
生
物
と
環
境
」
 

講
　
師
　
福
岡
教
育
大
学
名
誉
教

授
　
倉
本
満
氏
 

※
参
加
は
無
料
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
共
生
課
自
然

環
境
係
へ
　
 

   　
10
月
は
買
い
物
袋
持
参
運
動
の

強
化
月
間
で
す
。
マ
イ
・
バ
ッ
グ
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
！
 

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
、
ご
み
の
減
量
化
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
買

い
物
の
と
き
に
は
、
自
分
で
袋
な

ど
を
持
参
し
、
ご
み
の
減
量
化
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
不
要
な
包
装
、

過
剰
な
包
装
は
、
で
き
る
だ
け
断

り
、
簡
易
包
装
の
商
品
、
詰
め
替

え
用
商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
 

　
事
業
者
は
、
お
客
様
の
買
い
物

袋
持
参
運
動
を
呼
び
か
け
、
レ
ジ

袋
な
ど
の
削
減
、
商
品
の
簡
易
包

装
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

期
　
間
　
10
月
１
日（
水
）か
ら
31

日（
金
）
 

問
い
合
わ
せ
　
ご
み
と
資
源
を
考

え
る
福
岡
県
民
会
議
事
務
局
�
０

９
２-

６
４
３-

３
３
７
１
へ
 

    　
企
業
表
彰
や
講
演
、
法
律
説
明

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

と
　
き
　
10
月
15
日（
水
）午
後
１

時
30
分
か
ら
４
時
 

と
こ
ろ
　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
福
岡

市
中
央
区
）
 

講
　
演
　
「
子
育
て
し
や
す
い
職

場
環
境
整
備
に
向
け
た
企
業
の
取

り
組
み
」
 

講
　
師
　
東
京
大
学
社
会
科
学
研

究
所
助
教
授
　
武
石
恵
美
子
氏
 

対
　
象
　
事
業
主
、
職
業
家
庭
両

立
推
進
者
、
一
般
県
民
な
ど
 

定
　
員
　
二
百
人
（
定
員
に
な
り

岡垣町収納代理金融機関の 

おんしん岡垣支店が10月6日（月）に移転します。 

現店舗（海老津駅前13-5）の老朽化に伴い、公園通り１丁目に新築、移転オープンすることと 

なりました。10月6日からの町税や水道料金などの納付は、新店舗をご利用ください。 

遠賀信用金庫　岡垣支店 

�282-0137

店舗移転に関する問い合わせ 
おんしん 
岡垣支店 

岡垣支店新店舗所在地図　住所：岡垣町公園通り1-1-16

至波津 

●岡垣サンリーアイ 
  
 ●ハローデイ 

岡垣バイパス 

旧国道3号線 

JR海老津駅 

至 遠賀川 至 宗像 

至 折尾 至 博多 

　高齢者の就業促進を目的に、パソコン講習

をおこないます。 

講習内容　パソコン画像処理 

講習期間　11月４日から25日の毎週火、金

　　　　　 曜日 

○午前の部(10時から正午) 

○午後の部(1時から3時) 

対　　象　55歳から64歳までの人 

定　　員　各20人 

講習会場　いこいの里 

申し込み　10月10日(金)までにシルバー人材

センター窓口(いこいの里)でお申し込みくだ

さい。 

問い合わせ 岡垣町シルバー人材センター　

　　　　 　  �282-4688へ 

働く意欲のある高齢者の 
ためのパソコン講習 

 

働く意欲のある高齢者の 
ためのパソコン講習 
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岡垣 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

箱山 

幸辰 
ロクロ～相ノ切レ 

波津白瀬 

● 
波津漁港 

● 柏原漁港 

白島西沖 コ瀬 愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

福
岡
県
立
福
岡
養
護
学
校
 

体
験
入
学
を
 

　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
 

福
岡
県
立
北
筑
前
養
護
学
校
 

子
ど
も
の
こ
と
で
 

　
　
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
 

    　
来
春
入
学
を
希
望
す
る
幼
児
、

児
童
生
徒
を
対
象
に
、
小
学
部
、

中
学
部
、
高
等
部
で
は
、
在
校
生

と
一
緒
に
勉
強
し
て
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
○
小
学
部
お
よ
び
高
等

部
11
月
13
日（
木
）・
20
日（
木
）
 

○
中
学
部
11
月
19
日（
水
）26
日（
水
）
 

※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
福
岡
養
護
学
校
（
新
宮

町
）
 

※
ま
た
、
障
害
を
も
つ
幼
児
、
児

童
生
徒
を
対
象
に
、
教
育
相
談
を

毎
週
月
か
ら
金
曜
日
の
午
前
10
時

30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
10
月

31
日
ま
で
に
、
福
岡
県
立
福
岡
養

護
学
校
�
０
９
２-

９
６
３-

０
０

３
１
へ
 

    　
子
ど
も
の
言
語
面
や
行
動
面
へ

の
悩
み
の
相
談
会
や
文
化
祭
を
実

施
し
ま
す
。
　
 

【
早
期
教
育
相
談
会
】
 

と
 
き
　
毎
週
水
・
木
曜
日
午
後

1
時
30
分
か
ら
２
時
30
分
 

対
　
象
　
就
学
前
の
乳
幼
児
と
保

護
者
、
関
係
機
関
の
職
員
 

【
文
化
祭
】
 

学
習
発
表
会
や
作
業
学
習
製
品
販

売
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
11
月
１
日（
土
）午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
２
時
 

【
体
験
学
習
会
】
 

と
　
き
　
11
月
17
日（
月
）か
ら
21

日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

0
時
10
分
 

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
　
北
筑
前

養
護
学
校
（
古
賀
市
）
�
０
９
２-

９
４
３-

８
６
７
４
 

   

 

○
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト 

と
　
き
　
10
月
10
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
古
沢
祐
子
ほ
か
（
フ
ル

ー
ト
・
サ
ッ
ク
ス
・
ピ
ア
ノ
）
 

※
入
場
無
料
 

「
手
作
り
お
菓
子
」 

　
　
　
　
新
規
受
講
生
募
集
 

と
　
き
　
第
４
金
曜
日
午
前
10
時

か
ら
午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
調
理
室
 

講
　
師
　
相
馬
直
子
 

入
会
金
　
二
千
五
百
円
 

受
講
料
　
四
千
五
百
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
三
百
円（
3
か
月
）
 

材
料
費
　
約
千
円（
１
回
分
）
 

持
っ
て
く
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
・

筆
記
用
具
 

    と
　
き
　
10
月
９
日（
木
）か
ら
12

日（
日
）午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

※
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
 

と
こ
ろ
　
展
示
コ
ー
ナ
ー
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
 

※
入
場
無
料
 

問
い
合
わ
せ
　
秀
高
窯
�
２
８
３

-

１
３
３
３
へ
 

図
書
館
ま
つ
り
の
お
し
ら
せ
 

○
あ
き
や
ま
 
た
だ
し
原
画
展
 

　「
ま
め
う
し
」「
は
や
く
ね
て
よ
」

な
ど
の
絵
本
の
原
画
を
展
示
し
ま

す
。
 

と
　
き
 
　
10
月
23
日（
木
）か
ら

26
日（
日
）午
前
10
時
か
ら
午
後
６

時（
26
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
 

と
こ
ろ
 
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

○
雑
誌
・
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
 

　
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
と
、

除
籍
済
み
の
本
、
寄
贈
さ
れ
た
本

の
一
部
を
希
望
す
る
人
に
配
布
し

ま
す
。
雑
誌
の
み
一
人
10
冊
ま
で

で
す
。
※
当
日
、
会
場
で
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
10
月
23
日（
木
）か
ら
24

日（
金
）午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
 

（
24
日
は
午
後
4
時
ま
で
）
 

と
こ
ろ
 
展
示
コ
ー
ナ
ー
 

○
本
の
装
備
講
習
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
虹
の
会
」に
よ

る
講
習
。
自
分
の
本
を
ビ
ニ
ー
ル

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

と
　
き
 
10
月
25
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
２
時
 

と
こ
ろ
 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
 

※
10
月
24
日（
金
）ま
で
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
 

○
布
の
絵
本
展
示
会
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
こ
ぶ
た
の
会
」「
ひ

ま
わ
り
」の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
10
月
25
日（
土
）か
ら
26

日（
日
）午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
 

（
26
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
 

と
こ
ろ
 
展
示
コ
ー
ナ
ー
 

○
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
く
す
の
木
の

会
」「
な
し
の
は
な
」
に
よ
る
お
は

な
し
会
を
し
ま
す
。
 

と
　
き
 
10
月
26
日（
日
）午
後
２

時
か
ら
３
時
 

と
こ
ろ
 
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

  
岡
垣
 

問
い
合
わ
せ
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
 

 
 
 
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ
 

「
第
8
回
土
に
魅
せ
ら
れ
た
仲
 

 
間
達
展
大
村
就
康
と
門
下
生
 

 
達
展
」
 

　10月20日から26日は、行政相談週間です。国や役

所の仕事、公庫・公団・ＪＲ・ＮＴＴなどの特殊法人

の仕事、県や市町村が国から委任されて行っている仕

事で、 

○説明に納得できない 

○処理が間違っている 

○苦情を申し出たがその処理に納得できない 

○このようにして欲しい 

といった場合には、お気軽にご相談ください。相談は

無料で秘密は厳守されます。 

●行政相談委員の『巡回行政相談所』 

　10月21日(火)・22日(水)　東部公民館 

　　　23日(木)・24日(金)　中央公民館 

　　　25日(土)・26日(日)　西部公民館 

　いずれも午後1時30分から午後4時 

●定例行政相談 

　　毎月第2・第4金曜日の午後1時30分から4時まで、

　いこいの里で行っています。 

●行政相談委員(総務大臣から委嘱されています) 

　江藤　和生(高陽区) 

 

　最近、本人の知らない間に第三者より戸籍

の届書が提出されるという事件が、全国で発

生しています。このような届出を防止するため、

届書を持参された人に対して、本人であるか

どうか確認します。ご理解とご協力をよろし

くお願いします。 

対象とする届書の種類　婚姻届・協議離婚届・

　　　　　　　　　　 養子縁組届・協議養子

　　　　　　　　　　  離縁届 

本人確認の対象　役場に届出を持参した人（代

　　　　　　　　理人も含む） 

本人確認の方法　　 

　運転免許証、パスポートなど、官公署が発

行した顔写真付きの身分証明書の提示によっ

て本人確認を行います。また、身分証明書を

持っていない人、休日や時間外に届出をした人、

代理人に届書を提出してもらった人など、本

人確認ができなかった届出人に対しては、届

出があったことを郵便でお知らせします。 

住居表示に伴い役場の住所が変わります（10/6から） 
新住所：岡垣町野間１丁目１番１号 

 ※岡垣サンリーアイ・東部公民館に設置している住民票などの自動交付機は、 
10月５日（日）は、データの更新作業のため使用できません。 
 

身 近 な 行 政 相 談  

浮き流し釣りの区域が制限されました 浮き流し釣りの区域が制限されました 浮き流し釣りの区域が制限されました 
福岡県水産林務部漁政課 
 

問い合わせ 
筑前海区漁業調整委員会事務局 
�643-3557へ 参考図　浮き流し釣り規制区域 

　平成15年７月30日から筑前海区の

一部で、浮きを使用した釣り(浮き流

し釣り)が禁止されました。海釣りを

される人はご注意ください。規制区域

は左図のとおりです。 

10月1日から 

戸籍届出のときに本人確認を行います 

問い合わせ　住民課住民係へ 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
　
田
淵
　
幸
嗣
　
様（
野
間
四
） 

故
　
岩
崎
ツ
ギ
ヨ
　
様
　
86
歳
 

○
　
春
口
　
久
子
　
様（
野
間
一
） 

故
　
春
口
　
雪
夫
　
様
　
81
歳
 

○
　
下
村
　
一
子
　
様（
高
倉
） 

故
　
下
村
　
道
夫
　
様
　
62
歳
 

○
　
梶
原
六
三
郎
　
様（
手
野
） 

故
　
梶
原
　
信
子
　
様
　
65
歳
 

○
　
内
田
　
直
文
　
様（
緑
ヶ
丘
） 

故
　
内
田
　
重
義
　
様
 
91
歳
 

○
　
宮
内
　
恭
二
　
様（
海
老
津
） 

故
　
宮
内
み
す
ゞ
　
様
 
65
歳
 

○
 
香
月
小
夜
子
 
様（
新
海
老
津

） 

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と 

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と 

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
８
月
受
付
分
） 

故
 
香
月
 
宮
子
 
様
 
96
歳
 

○
 
松
丸
 
和
美
 
様（
山
田
） 

故
 
松
丸
惣
次
郎
 
様
 
88
歳
 

○
 
永
田
 
君
子
 
様（
上
畑
） 

故
 
永
田
 
 
洋
 
様
 
84
歳
 

○
 
仲
野
 
宏
毅
 
様（
西
黒
山
） 

故
 
仲
野
フ
ジ
エ
 
様
 
93
歳
 

○
 
辰
己
勘
一
良
 
様（
新
海
老
津

） 

故
 
辰
巳
イ
ツ
ヱ
 
様
 
84
歳
 

○
 
原
　
ヒ
サ
エ
 
様（
手
野
） 

故
 
松
井
サ
カ
ヱ
 
様
 
96
歳
 

○
 
大
林
　
智
子
 
様（
野
間
三
） 

故
 
大
林
　
幹
雄
 
様
 
50
歳
 

○
 
佐
藤
　
道
子
 
様（
緑
ヶ
丘
） 

故
 
佐
藤
　
忠
治
 
様
 
62
歳
 

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
田
淵
 
幸
嗣
 
様
 

○
香
月
小
夜
子
 
様
 

○
松
丸
 
和
美
 
様
 

○
仲
野
 
宏
毅
 
様
 

○
辰
己
勘
一
良
 
様
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岡垣 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

箱山 

幸辰 
ロクロ～相ノ切レ 

波津白瀬 

● 
波津漁港 

● 柏原漁港 

白島西沖 コ瀬 愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

福
岡
県
立
福
岡
養
護
学
校
 

体
験
入
学
を
 

　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
 

福
岡
県
立
北
筑
前
養
護
学
校
 

子
ど
も
の
こ
と
で
 

　
　
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
 

    　
来
春
入
学
を
希
望
す
る
幼
児
、

児
童
生
徒
を
対
象
に
、
小
学
部
、

中
学
部
、
高
等
部
で
は
、
在
校
生

と
一
緒
に
勉
強
し
て
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
○
小
学
部
お
よ
び
高
等

部
11
月
13
日（
木
）・
20
日（
木
）
 

○
中
学
部
11
月
19
日（
水
）26
日（
水
）
 

※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
福
岡
養
護
学
校
（
新
宮

町
）
 

※
ま
た
、
障
害
を
も
つ
幼
児
、
児

童
生
徒
を
対
象
に
、
教
育
相
談
を

毎
週
月
か
ら
金
曜
日
の
午
前
10
時

30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
10
月

31
日
ま
で
に
、
福
岡
県
立
福
岡
養

護
学
校
�
０
９
２-

９
６
３-

０
０

３
１
へ
 

    　
子
ど
も
の
言
語
面
や
行
動
面
へ

の
悩
み
の
相
談
会
や
文
化
祭
を
実

施
し
ま
す
。
　
 

【
早
期
教
育
相
談
会
】
 

と
 
き
　
毎
週
水
・
木
曜
日
午
後

1
時
30
分
か
ら
２
時
30
分
 

対
　
象
　
就
学
前
の
乳
幼
児
と
保

護
者
、
関
係
機
関
の
職
員
 

【
文
化
祭
】
 

学
習
発
表
会
や
作
業
学
習
製
品
販

売
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
11
月
１
日（
土
）午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
２
時
 

【
体
験
学
習
会
】
 

と
　
き
　
11
月
17
日（
月
）か
ら
21

日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

0
時
10
分
 

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
　
北
筑
前

養
護
学
校
（
古
賀
市
）
�
０
９
２-

９
４
３-

８
６
７
４
 

   

 

○
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト 

と
　
き
　
10
月
10
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
古
沢
祐
子
ほ
か
（
フ
ル

ー
ト
・
サ
ッ
ク
ス
・
ピ
ア
ノ
）
 

※
入
場
無
料
 

「
手
作
り
お
菓
子
」 

　
　
　
　
新
規
受
講
生
募
集
 

と
　
き
　
第
４
金
曜
日
午
前
10
時

か
ら
午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
調
理
室
 

講
　
師
　
相
馬
直
子
 

入
会
金
　
二
千
五
百
円
 

受
講
料
　
四
千
五
百
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
三
百
円（
3
か
月
）
 

材
料
費
　
約
千
円（
１
回
分
）
 

持
っ
て
く
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
・

筆
記
用
具
 

    と
　
き
　
10
月
９
日（
木
）か
ら
12

日（
日
）午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

※
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
 

と
こ
ろ
　
展
示
コ
ー
ナ
ー
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
 

※
入
場
無
料
 

問
い
合
わ
せ
　
秀
高
窯
�
２
８
３

-

１
３
３
３
へ
 

図
書
館
ま
つ
り
の
お
し
ら
せ
 

○
あ
き
や
ま
 
た
だ
し
原
画
展
 

　「
ま
め
う
し
」「
は
や
く
ね
て
よ
」

な
ど
の
絵
本
の
原
画
を
展
示
し
ま

す
。
 

と
　
き
 
　
10
月
23
日（
木
）か
ら

26
日（
日
）午
前
10
時
か
ら
午
後
６

時（
26
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
 

と
こ
ろ
 
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

○
雑
誌
・
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
 

　
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
と
、

除
籍
済
み
の
本
、
寄
贈
さ
れ
た
本

の
一
部
を
希
望
す
る
人
に
配
布
し

ま
す
。
雑
誌
の
み
一
人
10
冊
ま
で

で
す
。
※
当
日
、
会
場
で
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
10
月
23
日（
木
）か
ら
24

日（
金
）午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
 

（
24
日
は
午
後
4
時
ま
で
）
 

と
こ
ろ
 
展
示
コ
ー
ナ
ー
 

○
本
の
装
備
講
習
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
虹
の
会
」に
よ

る
講
習
。
自
分
の
本
を
ビ
ニ
ー
ル

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

と
　
き
 
10
月
25
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
２
時
 

と
こ
ろ
 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
 

※
10
月
24
日（
金
）ま
で
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
 

○
布
の
絵
本
展
示
会
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
こ
ぶ
た
の
会
」「
ひ

ま
わ
り
」の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
10
月
25
日（
土
）か
ら
26

日（
日
）午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
 

（
26
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
 

と
こ
ろ
 
展
示
コ
ー
ナ
ー
 

○
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
く
す
の
木
の

会
」「
な
し
の
は
な
」
に
よ
る
お
は

な
し
会
を
し
ま
す
。
 

と
　
き
 
10
月
26
日（
日
）午
後
２

時
か
ら
３
時
 

と
こ
ろ
 
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

  
岡
垣
 

問
い
合
わ
せ
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
 

 
 
 
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ
 

「
第
8
回
土
に
魅
せ
ら
れ
た
仲
 

 
間
達
展
大
村
就
康
と
門
下
生
 

 
達
展
」
 

　10月20日から26日は、行政相談週間です。国や役

所の仕事、公庫・公団・ＪＲ・ＮＴＴなどの特殊法人

の仕事、県や市町村が国から委任されて行っている仕

事で、 

○説明に納得できない 

○処理が間違っている 

○苦情を申し出たがその処理に納得できない 

○このようにして欲しい 

といった場合には、お気軽にご相談ください。相談は

無料で秘密は厳守されます。 

●行政相談委員の『巡回行政相談所』 

　10月21日(火)・22日(水)　東部公民館 

　　　23日(木)・24日(金)　中央公民館 

　　　25日(土)・26日(日)　西部公民館 

　いずれも午後1時30分から午後4時 

●定例行政相談 

　　毎月第2・第4金曜日の午後1時30分から4時まで、

　いこいの里で行っています。 

●行政相談委員(総務大臣から委嘱されています) 

　江藤　和生(高陽区) 

 

　最近、本人の知らない間に第三者より戸籍

の届書が提出されるという事件が、全国で発

生しています。このような届出を防止するため、

届書を持参された人に対して、本人であるか

どうか確認します。ご理解とご協力をよろし

くお願いします。 

対象とする届書の種類　婚姻届・協議離婚届・

　　　　　　　　　　 養子縁組届・協議養子

　　　　　　　　　　  離縁届 

本人確認の対象　役場に届出を持参した人（代

　　　　　　　　理人も含む） 

本人確認の方法　　 

　運転免許証、パスポートなど、官公署が発

行した顔写真付きの身分証明書の提示によっ

て本人確認を行います。また、身分証明書を

持っていない人、休日や時間外に届出をした人、

代理人に届書を提出してもらった人など、本

人確認ができなかった届出人に対しては、届

出があったことを郵便でお知らせします。 

住居表示に伴い役場の住所が変わります（10/6から） 
新住所：岡垣町野間１丁目１番１号 

 ※岡垣サンリーアイ・東部公民館に設置している住民票などの自動交付機は、 
10月５日（日）は、データの更新作業のため使用できません。 
 

身 近 な 行 政 相 談  

浮き流し釣りの区域が制限されました 浮き流し釣りの区域が制限されました 浮き流し釣りの区域が制限されました 
福岡県水産林務部漁政課 
 

問い合わせ 
筑前海区漁業調整委員会事務局 
�643-3557へ 参考図　浮き流し釣り規制区域 

　平成15年７月30日から筑前海区の

一部で、浮きを使用した釣り(浮き流

し釣り)が禁止されました。海釣りを

される人はご注意ください。規制区域

は左図のとおりです。 

10月1日から 

戸籍届出のときに本人確認を行います 

問い合わせ　住民課住民係へ 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
　
田
淵
　
幸
嗣
　
様（
野
間
四
） 

故
　
岩
崎
ツ
ギ
ヨ
　
様
　
86
歳
 

○
　
春
口
　
久
子
　
様（
野
間
一
） 

故
　
春
口
　
雪
夫
　
様
　
81
歳
 

○
　
下
村
　
一
子
　
様（
高
倉
） 

故
　
下
村
　
道
夫
　
様
　
62
歳
 

○
　
梶
原
六
三
郎
　
様（
手
野
） 

故
　
梶
原
　
信
子
　
様
　
65
歳
 

○
　
内
田
　
直
文
　
様（
緑
ヶ
丘
） 

故
　
内
田
　
重
義
　
様
 
91
歳
 

○
　
宮
内
　
恭
二
　
様（
海
老
津
） 

故
　
宮
内
み
す
ゞ
　
様
 
65
歳
 

○
 
香
月
小
夜
子
 
様（
新
海
老
津

） 

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と 

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と 

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
８
月
受
付
分
） 

故
 
香
月
 
宮
子
 
様
 
96
歳
 

○
 
松
丸
 
和
美
 
様（
山
田
） 

故
 
松
丸
惣
次
郎
 
様
 
88
歳
 

○
 
永
田
 
君
子
 
様（
上
畑
） 

故
 
永
田
 
 
洋
 
様
 
84
歳
 

○
 
仲
野
 
宏
毅
 
様（
西
黒
山
） 

故
 
仲
野
フ
ジ
エ
 
様
 
93
歳
 

○
 
辰
己
勘
一
良
 
様（
新
海
老
津

） 

故
 
辰
巳
イ
ツ
ヱ
 
様
 
84
歳
 

○
 
原
　
ヒ
サ
エ
 
様（
手
野
） 

故
 
松
井
サ
カ
ヱ
 
様
 
96
歳
 

○
 
大
林
　
智
子
 
様（
野
間
三
） 

故
 
大
林
　
幹
雄
 
様
 
50
歳
 

○
 
佐
藤
　
道
子
 
様（
緑
ヶ
丘
） 

故
 
佐
藤
　
忠
治
 
様
 
62
歳
 

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
田
淵
 
幸
嗣
 
様
 

○
香
月
小
夜
子
 
様
 

○
松
丸
 
和
美
 
様
 

○
仲
野
 
宏
毅
 
様
 

○
辰
己
勘
一
良
 
様
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第135回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

男性料理　夏バテ回復 

①大豆入りカレー 
②ニンニクサラダ 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　ニンニクは、みじん切りにする 
２　タマネギ、ジャガイモ、ニンジ
　ンはそれぞれ2�角に切る。 
３　鍋にサラダ油を入れ、ニンニク
　は弱火で焦がさないように炒め、
　豚肉・タマネギをよく炒めて、ジ
　ャガイモ・ニンジンを入れてさら
　に炒める。水を加えてアクを取り
　ながら中～弱火で材料がやわらか
　くなるまで煮る。 
４　3にゆで大豆を加え、カレール
　ゥを入れ、とろみがつくまで煮る。 

《②の作り方》 
１　ニンニクは薄切りにする。 
　フライパンにサラダ油を入れ、ニ
　ンニクを加えて火をつける。ニン
　ニクがカリッとなるまで炒める。 
２　マカロニはゆでる。 
３　キュウリ・ニンジン・ハムはせ
　ん切りにする。 
４　ボールに2、3を入れ、ドレッシ
　ングで和え、サニーレタスととも
　に器に盛り、上にニンニクを飾る。 

○豚肉240�○タマネギ1個○ジャガ
イモ大1個○ニンジン中1本○ニンニ
ク4分の1株○サラダ油大1○水4カッ
プ○カレーのルゥ80�○ゆで大豆1
カップ 

○ニンニク2片○マカロニ70�○キ
ュウリ大1本○ニンジン小1本○ハム
3枚○サニーレタス○ドレッシング
○サラダ油 

一人分の栄養価 

大豆入りカレー 

ニンニクサラダ 

エネルギー670�  たんぱく質20.1�  脂肪24.2 
�  鉄分０�  カルシウム０��  塩分2.1� 

エネルギー215�  たんぱく質０�  脂肪０�   
鉄分０�  カルシウム０��  塩分1.1� 

1415

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 
 

 

岡
垣
町
の
歯
科（
お
口
）報
告
 

　
　
　
〜
幼
児
編
〜
 

こ
ど
も
未
来
課
保
健
師
　
酒
井
範
子
 

○
保
護
者
の
努
力
の
成
果
で
す
！

　
岡
垣
町
の
3
歳
児
に
虫
歯
が
少

な
い
の
は
、
育
児
中
の
保
護
者
の

み
な
さ
ん
が
日
々
努
力
を
さ
れ
て

い
る
結
果
で
す
。
実
践
し
て
い
る

み
な
さ
ん
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

虫
歯
を
減
ら
す
に
は
、
正
し
い
歯

磨
き（
仕
上
げ
磨
き
）は
も
ち
ろ
ん
、

食
事
の
と
き
に
し
っ
か
り
噛
む
こ

と
、
甘
い
お
菓
子
・
飲
み
物
を
控

え
る
、
早
寝
早
起
き
の
習
慣
な
ど

規
則
正
し
い
日
常
生
活
の
リ
ズ
ム

が
大
切
で
す
。
フ
ッ
素
塗
布
や
フ

ッ
素
洗
口
な
ど
は
、
こ
れ
ら
の
正

し
い
セ
ル
フ
ケ
ア
が
あ
っ
て
こ
そ

効
果
が
現
れ
る
も
の
で
す
。
 

　
幼
児
健
診
の
会
場
で
、
保
護
者

か
ら
、
祖
父
母
が
孫
が
喜
ぶ
の
で

甘
い
お
菓
子
・
飲
み
物
を
あ
げ
て

い
る
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
す
。

幼
児
の
歯
は
虫
歯
に
な
り
易
い
の

で
、
甘
い
お
や
つ
類
で
は
な
く
季

節
の
果
物
や
、
ふ
か
し
芋
な
ど
を

あ
げ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
 

○
８
０
２
０
運
動
を
達
成
し
よ
う
！
 

　
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
の
自
分

の
歯
が
残
っ
て
い
れ
ば
高
齢
で
も

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

栄
養
も
十
分
に
と
れ
身
体
の
健
康

を
維
持
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
目

標
を
達
成
す
る
に
は
、
小
児
期
か

ら
の
"
虫
歯
予
防
"
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
 

　
日
本
の
現
状
は
、
50
歳
前
後
か

ら
歯
が
急
速
に
抜
け
始
め
、
70
歳

前
後
で
平
均
17
本
の
歯
を
失
い
、

80
歳
で
残
っ
て
い
る
歯
は
平
均
5

本
と
な
っ
て
し
ま
い
、
大
部
分
の

人
が
入
れ
歯
を
使
う
よ
う
に
な
り

ま
す
。
 

　
今
は
も
う
亡
く
な
ら
れ
た
名
古

屋
の
き
ん
さ
ん
・
ぎ
ん
さ
ん
が
、

テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
一

番
大
切
な
も
の
は
何
で
す
か
？
」

と
の
質
問
に
、
「
歯
が
大
事
」
と
満

面
の
笑
み
で
答
え
ら
れ
て
い
た
姿

が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

天
寿
を
全
う
す
る
ま
で
自
分
自
身

の
歯
で
お
い
し
く
楽
し
い
食
事
が

で
き
、
健
康
で
過
ご
せ
た
ら
幸
せ

だ
と
感
じ
ま
す
。
 

　
歯
は
自
分
の
目
で
見
え
る
唯
一

の
臓
器
で
す
。
歯
へ
の
い
た
わ
り

と
、
定
期
的
な
歯
科
健
診
、
何
で

も
相
談
で
き
る
、
か
か
り
つ
け
の

歯
医
者
さ
ん
を
も
つ
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
 

環 境 方 針  環 境 方 針  

　岡垣町役場庁舎において、環境マネジメントシステム「国際標準化規格」（ＩＳＯ14001）の

認証取得を目指し、４月から省エネ・省資源に取り組んでいます。 

　このため、「環境基本方針」を定め、昼休みなど一部消灯や、空調機の一部停止を行っていま

すので、ご理解をお願いします。 

　ご家庭でも省エネ・省資源に取り組んでみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

１．基本理念　 

　岡垣町は、南につらなる孔大寺山系、これらの山々が涵養する豊富な地下水、また、防風防

潮防砂林としての三里松原があり、これらに守られるように田園風景が広がり、豊かな自然環

境を有しています。 

　この豊かな自然環境と高い環境意識を将来の世代に引き継いでいくため、平成12年度に策

定した第４次総合計画は、その基本理念を「人と自然のやさしいハーモニー」と宣言し、平成

14年度に環境基本条例の制定や「岡垣町環境ビジョン」を策定しました。 

　岡垣町は「人と自然との共生をめざすまち」をスローガンとして、住民・事業者・行政が一体

となって環境を守ることを意識し、できることから取組んでいくことが重要です。 

　そのため、行政が率先して環境保全の推進を働きかける立場からも、環境マネジメントシス

テムＩＳＯ14001によって、継続的な環境の保全及び改善の取組みを積極的に推進します。 

 

２．基本方針 

�岡垣町役場庁舎において、事務事業が環境へ及ぼす著しい影響を認識し、地球温暖化などの

　地球環境問題に対して、汚染の予防に努め、システムの継続的改善を行います。 

　①省エネルギー、省資源を推進します。 

　②再生紙などのリサイクル製品及び環境にやさしい製品の購入を推進します。 

　③リサイクルの推進を図ります。 

　④公共工事にあたっての環境配慮の推進に努めます。 

�環境への著しい影響について、技術的・経済的に可能な範囲内で達成すべき環境目的及び目

　標を設定し、定期的に見直します。 

�環境に関する法規制遵守するとともに、汚染の予防に努めます。 

�職員の環境に関する一層の意識の向上を図るため、教育・研修を実施します。 

�この環境方針は、全職員に周知するとともに、広く一般に公開します。 

 

　　平成15年3月18日 

　　　　　　　　　　　　　　岡垣町長 

 

省エネルギー・ 
　　省資源に取り組んでいます 

　
岡
垣
町
で
は
、
無
料
の
歯
科
健
診

と
フ
ッ
素
塗
布
の
あ
る
“
2
歳
児
相

談

”
を
平
成
5
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
 

　
平
成
12
年
の
福
岡
県
内
97
市
町
村
の
う

ち
、
岡
垣
町
の
3
歳
児
１
人
あ
た
り
の
虫
歯
所
有
数
は
 

1
・
08
本
で
、
虫
歯
が
少
な
い
上
位
20
位
（
同
率
で
あ
れ
ば

15
位
）
で
、
遠
賀
郡
で
は
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
岡
垣
町
の
2
歳
児
相
談
が
早
い
時
期
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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第135回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

男性料理　夏バテ回復 

①大豆入りカレー 
②ニンニクサラダ 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　ニンニクは、みじん切りにする 
２　タマネギ、ジャガイモ、ニンジ
　ンはそれぞれ2�角に切る。 
３　鍋にサラダ油を入れ、ニンニク
　は弱火で焦がさないように炒め、
　豚肉・タマネギをよく炒めて、ジ
　ャガイモ・ニンジンを入れてさら
　に炒める。水を加えてアクを取り
　ながら中～弱火で材料がやわらか
　くなるまで煮る。 
４　3にゆで大豆を加え、カレール
　ゥを入れ、とろみがつくまで煮る。 

《②の作り方》 
１　ニンニクは薄切りにする。 
　フライパンにサラダ油を入れ、ニ
　ンニクを加えて火をつける。ニン
　ニクがカリッとなるまで炒める。 
２　マカロニはゆでる。 
３　キュウリ・ニンジン・ハムはせ
　ん切りにする。 
４　ボールに2、3を入れ、ドレッシ
　ングで和え、サニーレタスととも
　に器に盛り、上にニンニクを飾る。 

○豚肉240�○タマネギ1個○ジャガ
イモ大1個○ニンジン中1本○ニンニ
ク4分の1株○サラダ油大1○水4カッ
プ○カレーのルゥ80�○ゆで大豆1
カップ 
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3枚○サニーレタス○ドレッシング
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一人分の栄養価 

大豆入りカレー 

ニンニクサラダ 

エネルギー670�  たんぱく質20.1�  脂肪24.2 
�  鉄分０�  カルシウム０��  塩分2.1� 

エネルギー215�  たんぱく質０�  脂肪０�   
鉄分０�  カルシウム０��  塩分1.1� 
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菓
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環 境 方 針  環 境 方 針  

　岡垣町役場庁舎において、環境マネジメントシステム「国際標準化規格」（ＩＳＯ14001）の

認証取得を目指し、４月から省エネ・省資源に取り組んでいます。 

　このため、「環境基本方針」を定め、昼休みなど一部消灯や、空調機の一部停止を行っていま

すので、ご理解をお願いします。 

　ご家庭でも省エネ・省資源に取り組んでみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

１．基本理念　 

　岡垣町は、南につらなる孔大寺山系、これらの山々が涵養する豊富な地下水、また、防風防

潮防砂林としての三里松原があり、これらに守られるように田園風景が広がり、豊かな自然環

境を有しています。 

　この豊かな自然環境と高い環境意識を将来の世代に引き継いでいくため、平成12年度に策

定した第４次総合計画は、その基本理念を「人と自然のやさしいハーモニー」と宣言し、平成

14年度に環境基本条例の制定や「岡垣町環境ビジョン」を策定しました。 

　岡垣町は「人と自然との共生をめざすまち」をスローガンとして、住民・事業者・行政が一体

となって環境を守ることを意識し、できることから取組んでいくことが重要です。 

　そのため、行政が率先して環境保全の推進を働きかける立場からも、環境マネジメントシス

テムＩＳＯ14001によって、継続的な環境の保全及び改善の取組みを積極的に推進します。 

 

２．基本方針 

�岡垣町役場庁舎において、事務事業が環境へ及ぼす著しい影響を認識し、地球温暖化などの

　地球環境問題に対して、汚染の予防に努め、システムの継続的改善を行います。 

　①省エネルギー、省資源を推進します。 

　②再生紙などのリサイクル製品及び環境にやさしい製品の購入を推進します。 

　③リサイクルの推進を図ります。 

　④公共工事にあたっての環境配慮の推進に努めます。 

�環境への著しい影響について、技術的・経済的に可能な範囲内で達成すべき環境目的及び目

　標を設定し、定期的に見直します。 

�環境に関する法規制遵守するとともに、汚染の予防に努めます。 

�職員の環境に関する一層の意識の向上を図るため、教育・研修を実施します。 

�この環境方針は、全職員に周知するとともに、広く一般に公開します。 

 

　　平成15年3月18日 

　　　　　　　　　　　　　　岡垣町長 
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10月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、三吉団地、原、 
波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

吉
木
 

波
津
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四
、
旭
台 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津 

3 
（金） 

４ 
（土） 

１ 
（水） 

２ 
（木） 

５ 
（日） 

６ 
（月） 

７ 
（火） 

８ 
（水） 

９ 
（木） 

10 
（金） 

11 
（土） 

12 
（日） 

13 
（月） 

15 
（水） 

16 
（木） 

17 
（金） 

18 
（土） 

19 
（日） 

20 
（月） 

21 
（火） 

22 
（水） 

23 
（木） 

24 
（金） 

25 
（土） 

26 
（日） 

27 
（月） 

28 
（火） 

29 
（水） 

30 
（木） 

31 
（金） 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
健
康
相
談
･
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付
 

◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
近
代
大
正
琴（
彩
音
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
岡
垣
町
選
手
権
大
会「
男
子
の
部
」（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
9
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
24
回
連
盟
会
長
杯（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）7
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
・
秋
季
大
会「
3
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

◎
３
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

◎
弓
道
連
盟
・
高
倉
神
社
秋
季
大
祭
奉
納
弓
道
大
会（
高
倉
神
社
）９
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
相
撲
連
盟
・
高
倉
神
社
奉
納
相
撲
大
会（
高
倉
神
社
）16 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

〜
12
日（
日
）◎
第
８
回
土
に
魅
せ
ら
れ
た
仲
間
達
展
大
村
就
康
と
門
下
生
達
展
 

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）10 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00（
初
日
は
13 
‥ 
00
か
ら
、最
終
日
は
16 
‥ 
00
ま
で
） 

◎
遠
賀
郡
身
体
障
害
者
連
合
会
体
育
大
会（
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）10 
‥ 
00
〜
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
乃
流（
紫
粋
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
剣
道
連
盟
・
高
倉
神
社
奉
納
少
年
剣
道
大
会（
高
倉
神
社
・
町
民
武
道
館
）13 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
第
４
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
選
手
権
ｉ
ｎ
岡
垣
予
選
リ
ー
グ（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
9
‥ 
40
 

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
環
境
問
題
講
演
会（
い
こ
い
の
里
）19 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
30
 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）9
‥ 
00
 

◎
第
４
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
選
手
権
ｉ
ｎ
岡
垣
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
９
‥ 
30
 

〈
自
動
交
付
機
が
使
用
で
き
ま
せ
ん（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
・
東
部
公
民
館
）〉 

◎
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）９
‥ 
00
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
古
沢
祐
子
他（
フ
ル
ー
ト
・
サ
ッ
ク
ス
・
ピ
ア
ノ
）」 

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

 ◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
野
間
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

 
 

 ◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
み
ん
な
で
行
こ
う
よ
、み
か
ん
狩
り
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
イ
マ
ー
ジ
ュ（
フ
ル
ー
ト
・
ギ
タ
ー
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
翠
秀
流（
翠
秀
珠
玉
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
海
の
中
道
散
策（
西
戸
崎
）８
‥ 
30
〜
15 
‥ 
00
 

◎
第
12
回
ま
つ
り
岡
垣（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）10 
‥ 
00
〜
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
峰
生
会（
藤
扇
峰
生
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
卓
球
連
盟
・
秋
季
大
会（
町
民
体
育
館
）８
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

 
 

 ◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
岡
垣
町
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）10 
‥ 
00
 

◎
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制（
企
画
政
策
室
）」（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

◎
登
山
連
盟
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
懇
親
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
・
東
部
公
民
館
）
８
‥ 
30
〜
15 
‥ 
00
 

◎
こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 
 

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
親
善
ふ
れ
あ
い
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
B
・
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）
８
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
英
流（
英
聖
旗
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
登
山
連
盟
・
湯
川
山
ふ
れ
あ
い
登
山（
湯
川
山
）９
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
玄
海
灘
オ
ー
プ
ン
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）８
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
松
原
英
多（
医
学
博
士
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
45
 
 

 ◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
日
恵
歌
謡
倶
楽
部
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
秋
季
町
内
対
抗
戦（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
24
回
新
人
戦
大
会（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
岡
垣
郵
便
局
長
杯
親
睦
交
歓
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
14 
‥ 
00
 

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
秋
季
ミ
ッ
ク
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
岡
垣
町
選
手
権
大
会「
女
子
の
部
」（
町
民
体
育
館
・
岡
垣
中
学
校
）
８
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
第
７
回
ギ
タ
ー
と
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）15 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付
 

○国民年金保険料………10月分 

○保育料…………………10月分 

○町営住宅家賃…………10月分 

○町県民税（普徴）………３期分 

○国民健康保険税………５期分 

○心配ごと相談…… 

　10日（金）「いこいの里」 

　17日（金）「東部公民館」 

　24日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　10日（金）・24日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談…… 

　10日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
10月上旬  
……『鉄道記念日展』  
10月下旬  
……『夏休みふれあい教室作品展』 

あ
た
た
か
い
　
あ
な
た
の
気
持
を
　
税
金
へ
　
　
米
田
　
絢
賀
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
か
ら
 

14 
（火） 

10月の行事予定 10月の行事予定 



人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

10
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 12345678910111213141516171819202122232425262728293031

広報おかがき　平成15年9月25日号 広報おかがき　平成15年9月25日号 1617

10月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、三吉団地、原、 
波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

吉
木
 

波
津
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四
、
旭
台 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津 

3 
（金） 

４ 
（土） 

１ 
（水） 

２ 
（木） 

５ 
（日） 

６ 
（月） 

７ 
（火） 

８ 
（水） 

９ 
（木） 

10 
（金） 

11 
（土） 

12 
（日） 

13 
（月） 

15 
（水） 

16 
（木） 

17 
（金） 

18 
（土） 

19 
（日） 

20 
（月） 

21 
（火） 

22 
（水） 

23 
（木） 

24 
（金） 

25 
（土） 

26 
（日） 

27 
（月） 

28 
（火） 

29 
（水） 

30 
（木） 

31 
（金） 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
健
康
相
談
･
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付
 

◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
近
代
大
正
琴（
彩
音
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
岡
垣
町
選
手
権
大
会「
男
子
の
部
」（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
9
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
24
回
連
盟
会
長
杯（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）7
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
・
秋
季
大
会「
3
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

◎
３
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

◎
弓
道
連
盟
・
高
倉
神
社
秋
季
大
祭
奉
納
弓
道
大
会（
高
倉
神
社
）９
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
相
撲
連
盟
・
高
倉
神
社
奉
納
相
撲
大
会（
高
倉
神
社
）16 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

〜
12
日（
日
）◎
第
８
回
土
に
魅
せ
ら
れ
た
仲
間
達
展
大
村
就
康
と
門
下
生
達
展
 

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）10 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00（
初
日
は
13 
‥ 
00
か
ら
、最
終
日
は
16 
‥ 
00
ま
で
） 

◎
遠
賀
郡
身
体
障
害
者
連
合
会
体
育
大
会（
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）10 
‥ 
00
〜
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
乃
流（
紫
粋
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
剣
道
連
盟
・
高
倉
神
社
奉
納
少
年
剣
道
大
会（
高
倉
神
社
・
町
民
武
道
館
）13 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
第
４
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
選
手
権
ｉ
ｎ
岡
垣
予
選
リ
ー
グ（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
9
‥ 
40
 

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
環
境
問
題
講
演
会（
い
こ
い
の
里
）19 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
30
 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）9
‥ 
00
 

◎
第
４
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
選
手
権
ｉ
ｎ
岡
垣
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
９
‥ 
30
 

〈
自
動
交
付
機
が
使
用
で
き
ま
せ
ん（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
・
東
部
公
民
館
）〉 

◎
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）９
‥ 
00
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
古
沢
祐
子
他（
フ
ル
ー
ト
・
サ
ッ
ク
ス
・
ピ
ア
ノ
）」 

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

 ◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
野
間
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

 
 

 ◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
み
ん
な
で
行
こ
う
よ
、み
か
ん
狩
り
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
イ
マ
ー
ジ
ュ（
フ
ル
ー
ト
・
ギ
タ
ー
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
翠
秀
流（
翠
秀
珠
玉
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
海
の
中
道
散
策（
西
戸
崎
）８
‥ 
30
〜
15 
‥ 
00
 

◎
第
12
回
ま
つ
り
岡
垣（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）10 
‥ 
00
〜
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
峰
生
会（
藤
扇
峰
生
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
卓
球
連
盟
・
秋
季
大
会（
町
民
体
育
館
）８
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

 
 

 ◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
岡
垣
町
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）10 
‥ 
00
 

◎
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制（
企
画
政
策
室
）」（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

◎
登
山
連
盟
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
懇
親
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
・
東
部
公
民
館
）
８
‥ 
30
〜
15 
‥ 
00
 

◎
こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 
 

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
親
善
ふ
れ
あ
い
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
B
・
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）
８
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
英
流（
英
聖
旗
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
登
山
連
盟
・
湯
川
山
ふ
れ
あ
い
登
山（
湯
川
山
）９
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
玄
海
灘
オ
ー
プ
ン
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）８
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
松
原
英
多（
医
学
博
士
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
45
 
 

 ◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
日
恵
歌
謡
倶
楽
部
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
秋
季
町
内
対
抗
戦（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
24
回
新
人
戦
大
会（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
岡
垣
郵
便
局
長
杯
親
睦
交
歓
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
８
‥ 
30
〜
14 
‥ 
00
 

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
秋
季
ミ
ッ
ク
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
岡
垣
町
選
手
権
大
会「
女
子
の
部
」（
町
民
体
育
館
・
岡
垣
中
学
校
）
８
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
第
７
回
ギ
タ
ー
と
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）15 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付
 

○国民年金保険料………10月分 

○保育料…………………10月分 

○町営住宅家賃…………10月分 

○町県民税（普徴）………３期分 

○国民健康保険税………５期分 

○心配ごと相談…… 

　10日（金）「いこいの里」 

　17日（金）「東部公民館」 

　24日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　10日（金）・24日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談…… 

　10日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
10月上旬  
……『鉄道記念日展』  
10月下旬  
……『夏休みふれあい教室作品展』 

あ
た
た
か
い
　
あ
な
た
の
気
持
を
　
税
金
へ
　
　
米
田
　
絢
賀
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
か
ら
 

14 
（火） 

10月の行事予定 10月の行事予定 
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『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

岡
垣
の
教
育(

日
中
戦
争
期)

〜
山
田
小
学
校
〜 

 

編
集
 

後
記
 

　まちかどズームアップに掲載しているミュージカル「ア

ルプスの少女ハイジ」の取材に行きました。心の中で、

もし私がハイジだったら…もう少し地味なハイジになっ

ていただろうな、などというふうに考えたりすることが

あります。 

　夏が終わり、夜風も肌寒く感じてきたここ最近。映画

や本を見て、こころだけでも温めたいものです。そんな

事を言っているこの私、恥ずかしながら、生まれてこの

かた本らしい本をあまり読んだことがありません。最近

そのことがコンプレックスになりつつあります。今年の

秋こそは、読書の秋にして、知識を増やし、こころに癒

しの秋風を吹かせます。　　　　　　  　　　　　(竹森) 

　最近で最も熱いニュース。それは、タイガースの優勝。

実に18年ぶりということで、当時私は8歳くらいで、野

球が好きになりだした頃だと思います。平和台球場にタ

イガースの試合を見に行ったとき、バースが打ったホー

ムランをよく覚えています。 

　日本シリーズでは、現在マジック点灯中のホークスが

パリーグを制し、熱い闘いをすることでしょう。 

　タイガース優勝の夜、やっぱり大阪の道頓堀は大騒ぎ。

約5300人が橋から飛び込み、全裸になって公然ワイセツ

罪で逮捕された人も出ました。このような騒ぎは今年も

う一度繰り返してはいけないと思いますので、日本シリ

ーズは、地元福岡のホークスが勝ちます。　　  　(村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（８月末） 

人口……31,273人（＋48） 

世帯数…11,181世帯（＋11） 

まちの広さ……………48.51km2

　　　そのうち127人は外国人 

女性…………　　16,472人（＋18） 

男性…………　　14,801人（＋30） 

 

 

出生…20人　　    死亡…17人 

転入…134人　　  転出…89人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　８月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

7月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

7月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 83件 
搬送人員　 77件 

出火件数　３件 
り災件数　２世帯 

救

急
 

火

災
 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち43世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

21 17 112100

0 1 20

0 0 86

27 25 154126

 

 
　
一
九
三
七（
昭
和
12
）年
７
月
、
北
京
近

く
の
盧
溝
橋
で
、
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

戦
火
は
拡
大
し
、
同
年
12
月
に
は
、
首
都

の
南
京
を
占
領
。
翌
年
の
５
月
に
は
、
徐

州
を
占
領
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
８
月
、
大
本
営
は
揚
子
江（
長

江
）中
流
の
中
心
地
で
あ
る
武
漢（
武
昌
・

漢
口
）
の
攻
略
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
は
、

中
国
軍
の
抵
抗
も
強
く
、
日
本
軍
は
苦
戦

を
強
い
ら
れ
た
。
10
月
26
日
に
漢
口
を
占

領
し
た
が
、
日
本
軍
は
約
二
万
二
千
人
の

戦
死
傷
者
を
出
し
た
。
27
日
、
武
漢
の
占

領
が
国
内
で
報
道
さ
れ
る
と
、
28
日
に
は
、

国
民
は
神
社
に
参
拝
し
た
り
、
祝
賀
会
を

行
っ
た
り
し
た
。 

　
岡
垣
の
学
校
で
は
、
漢
口
陥
落
奉
祝
お

よ
び
武
運
長
久
祈
願
の
た
め
に
、
児
童
が

高
倉
神
社
に
参
拝
し
た
。
帰
途
、
旗
行
列

を
行
っ
た
。 

　
大
本
営
は
、
戦
費
や
戦
死
傷
者
の
増
、

対
ソ
連
戦
計
画
な
ど
の
関
係
で
、
こ
れ
以

上
の
戦
線
の
拡
大
を
抑
制
し
た
。 

　
国
内
で
は
、
日
中
戦
争
の
開
始
後
、｢

国

家
総
動
員
法
」
を
、
国
会
で
可
決
し
た
。

そ
れ
は
、
政
府
の
勅
命
に
よ
り
、
国
民
の

徴
用
、
団
体
な
ど
の
協
力
、
争
議
の
予
防
、

物
資
の
生
産
配
給
、
輸
出
入
の
統
制
、
工

場
施
設
な
ど
の
収
用
、
鉱
業
権
の
制
限
な

ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
わ
た
っ
て
、
命
令
を
出

す
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

            

　
ま
た
、
一
九
三
八
年
の
９
月
１
日
か
ら
、

月
初
め
の
日
（
一
日
）
を
「
興
亜
奉
公
日
」

と
し
た
。
興
亜
と
は
、
ア
ジ
ア
の
地
域
を

盛
ん
に
し
て
、
そ
の
主
人
に
日
本
が
な
る

こ
と
だ
と
い
う
。
学
校
で
は
、
日
の
丸
弁

当（
ご
飯
に
梅
干
し
１
つ
）と
さ
れ
、
訓
話

や
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

　
こ
の
時
期
の
山
田
小
学
校
で
は
、
一
九

三
七
年
の
２
月
、
講
堂
の
新
築
工
事
が
終

了
し
た
。
高
陽
炭
坑
の
社
員
が
増
え
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
一
九
三
九
年
に
は
、
児
童

数
が
千
人
を
超
え
た
。 

　
東
黒
山
の
高
崎
藤
雄
さ
ん
は
、
一
九
四

〇
年
３
月
、
同
校
を
卒
業
さ
れ
た
。
当
時

の
思
い
出
を
、 

『
出
征
兵
士
の
見
送
り
に
、
海
老
津
駅
に

行
っ
た
。
六
年
生
が
太
鼓
を
叩
き
、
「
勝

っ
て
く
る
ぞ
と
勇
ま
し
く
誓
っ
て
国
を
出

た
か
ら
は
…
」（
露
営
の
歌
）
を
歌
っ
て
、

見
送
っ
た
。 

　
講
堂
新
築
の
棟
上
げ
の
と
き
、
餅
ま
き

が
行
わ
れ
た
。
棟
の
下
で
待
つ
よ
う
に
い

わ
れ
て
い
た
ら
、
外
側
ば
か
り
に
ま
か
れ

た
の
で
、
あ
わ
て
て
外
側
に
拾
い
に
行
っ
た
。 

　
興
亜
奉
公
日
だ
っ
た
か
は
知
ら
な
い
が
、

講
堂
で
一
斉
に「
日
の
丸
弁
当
」を
食
べ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。 

　
山
田
の
氏
森
神
社
の
祭
日（
お
く
ん
ち
）

が
、
４
月
９
日
か
ら
10
日
に
行
わ
れ
た
。

９
日
の
祭
典
に
は
、
学
校
か
ら
五
、
六
年

生
が
出
席
し
た
。
露
店
で
賑
い
、
サ
ー
カ

ス
も
行
わ
れ
た
。
一
銭
で
、
飴
玉
が
三
個

買
え
た
よ
う
に
思
う
。 

　
一
、
二
年
生
の
担
任
は
、
田
中
マ
キ
エ

先
生
だ
っ
た
。
「
石
堂
丸
」
や
「
母
を
訪
ね

て
三
千
里
」
な
ど
の
話
を
し
て
も
ら
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。 

　
遠
足
は
、
城
山
や「
武
丸
の
正
助
さ
ん
」

（
宗
像
）、
高
倉
の
高
津
峯
な
ど
に
行
っ
た
。

　
東
黒
山
地
区
で
は
、
隣
組
ご
と
に
、
こ

ど
も
に
よ
る「
大
念
仏
」が
七
月
末
に
行
わ

れ
て
い
た
。
太
鼓
を
叩
き
、
提
灯
を
つ
け
て
、

「
マ
ー
イ
マ
ー
イ
、
ダ
、
タ
ン
ポ
、
菅
原（
道

真
）ど
ん
の
供
養
や
」と
囃
し
な
が
ら
、
区

内
を
回
っ
た
。
一
週
間
続
け
た
。
終
わ
っ

た
ら
、
上
級
生
の
家
で
、
ご
ち
そ
う
を
食

べ
た
』と
語
っ
て
い
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
　
東
樹 

北京 

長江（揚子江） 

徐州 

黄海 

上海 

南京 

武漢 
東シナ海 

台湾 

○ 

○ 

○ 

○ ○ ○ 

よ
う
す
こ
う
 
ち
ょ
う
 

に
ぎ
わ
 

た
け
ま
る
 

だ
い
ね
ん
ぶ
つ
 

す
が
わ
ら
 

は
や
 

し
ょ
う
す
け
 

こ
う
 

ぶ
か
ん
 

か
ん
ら
く
ほ
う
し
ゅ
く
 

か
ん
こ
う
 

ぶ
し
ょ
う
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